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は　じ　め　に

　葉山地区を中心とした三浦半島は，我が国でも気候が温暖で，海と緑の山が共存しており，古

くから人々が定住してきた地域である。このような立地条件，とくに地理的，気候条件に対応し

て，この地方では本来は冬も緑の照葉樹林で被われていた。とくに三浦半島の野州部を占めてい

る神武寺，大楠山（242m），衣笠山および周辺の丘陵，低山地では，尾根筋にヤブコウジースダ

ジイ群集のスダジイ林が広く発達していた。また凹状地，1知足部，谷部はイノデータブノキ群集

にまとめられるタブノキ林が広く占めていた。また渓谷の一部の不安定斜面には夏緑広葉樹のケ

ヤキ，イロハモミジが高木層，亜高木／習に優下しているイロハモミジーケヤキ群集が生育してい

た。

　しかし，薪炭林としての定期的な森林の伐採，スギ，ヒノキの植林などの長い間の様々な人為

的な干渉によって，今日では，その土地本来の自然林は神武寺などの祉寺林の一部を残して，萌

芽二次林やスギ，ヒノキ穂林などに変えられている。

　本門の主な研究対象とされている葉山地区では，ゴルフ場の他にゴルフ場造成のために丘陵部

や斜断をけずって，そのまま放置されている，いわゆる瀧凹地が113haを占めている。このよう

な立地には局地的には門地化している貧養立地から遷移の様々な段階の植生がみられる。

　葉山地区：の周辺都の一部残存自然林から様々な人為的干渉下の代償植生まで規地植生調査によ

って把握された。これらの調査された植生単位の調査対象域内での具体的配分図としての現存植

生図が描かれた。同時に植生による自然度図も作製された。これら現存植生図および植生自然度

図を基礎に葉由地区の立地診断が行われた。

　以」二の現状診断から，植生が破壊，貧化させられており，地形的にも不安定な状態で三軍：され

ている葉山地区の緑の燦境倉ll造，郷土の森を形成するための生態学的基礎麟としての潜在自然植

生図も同縮尺で作製された。これらの植生調査糸i！l果や潜在自然植生隊iを基礎に葉山地区の自勲ミ環

境の保全，具体的な環境保全林，郷土林を創造するための処方図，住宅地，公園，街路樹などで

の具伽列も示された。また生態学的な環境保全林形成のプロセスならびにやり方についても現地

植生調査結果を基本に提案されている。

　現地調査，室内作業に協力戴いた横測i亙立大学環境科学研究センター植生学研究室の鈴木邦雄，

村上雄秀，鈴木伸一の各氏，さらに坂庭修，小林良，樋口裕子，平日三i裕子の皆さんにお礼申上げ

たい。
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1　調査地の概況

　1980年3月より！981年11月にかけて三浦半島西痒部で1籔物生態学的な現地調査が行なわれた。

調査対象域は葉山iH∫と毛黄須賀市にまたがる北部の二子i｛．i（海抜207．9m）と南部の大楠山（海抜

242n｝）に淵まれた地域で，中央部に下1．｛ゴ川によって鮒析された沖積低地が発達し，県道野比一

葉1．i」線が通っている。現地調査はブラウンーブランケ（J．　Braun・Blanquet！964）による植物社

会学的な植生調査法で行なわれた。調査対象域に分布する草原から森林までの各植生単位が現地

をくまなく踏査して明らかにされた。植生単位は森林群落が4群集，2群落，3植林，低木～つ

る群落が2群集，2群落，1植林，草木群落が2群集，ユ5群落の合計31にまとめられた。

　とくに葉山1還1際カントリーゴルフ場敷地内で放棄された，荒廃しているシバ草地からの群落の

動態を生活形，生育形，種子散布塑などから考察も加えた。さらに現存する植物群落の広がりと

配分を基礎に現存植生図（1：5，000），潜在自然植生図（1：5，000），植生自然度図（！：5，000）

の作製を行ない，際然傑護，搬観保全，環境保全林復元のための基礎資料とされている。

⑳翻補　《♪
　　　　二了・山（209．9m＞

　　　　　8erg　Hutagoyam・

　　．ド山珊
FluB　 S｝1iIno、7a［na

大楠iil（242m）

Ber9　09usuyama
　　）

横須賀甫
SしYokosuka

　浦’実習

｝la｝binse1　氏Iiura

気
1　二　159，0⑪0

Figj調査対象地域。
　　Untersuchungsgebiet．
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涯　植生概観および自然環境

　調査対象域は海抜30～242mのヤブツバキクラス域に含められる地域で地形，地質，土壌，人

為的影響など複合的な環境要因に規制されて，さまざまな植物群落が発達している。二子山

（207。9m），仙元II．i（122m），大楠山（242m）などの位澱する丘陵はかつて常緑広葉樹を主とし

たやブツバキクラス林が原植生として分布していたと考えられる。今臼では社寺や尾根筋，谷筋

にわずかに残されているにすぎない。ほとんどの植生は伐採，植林などにより変化させられた代

償髄生で，細かくモザイク状に分布している。面積的に広く分布するのはカラスザソショウ，ア

カメガシワ，コナラなどの優心する夏緑広葉薬毒で，オオシマザクラの植林も尾根筋を中心にみ

られる。植林でもっとも多いのはスギ，ヒノキの植林で水はけの良い下山川を臨んだ丘陵地斜酒

に普通にみられる。常緑広葉樹のマテバシイ植林は丘陵の尾根状地のほか，闘門や子安などの古

い農家の倉敷林として植栽されている。大沢，間門，久留和，子安など丘陵に開けた集落は葉菜

や根藻類の栽培が盛んで，人為的影響下にススキ，ヨモギ，オオバコなどの優卒する喜々やセン

ニンソウ，カラスウリなどのつる植物が多くみられる。大楠山から西にのびた丘陵はゴルフ場に

利用され，広い面積でシバ草地，さらに放棄された跡地にススキ草原が広がっている。下；．1」川に

よって開析された淋積低地はガ轍；に利用されているが，三浦半島を縦断する幹線道路も通り，古

くからの集落のほかに新興の住宅が増えている。

　調査対象域は太平洋に臨んだ享霞海部に位遣し，冬の1月でも月平均気温5℃を下らない暖冬型

を示している。年平均気温は約15℃で暖かさの指数は134の値を示し，調査地金域がヤブッバキ

クラス域に含まれている。降水は夏季多雨の表日本塑を示し，年間降水量は1，600mmを越えるこ

とが多い。とくに沿岸部は外洋からの帆風を受け，空中湿度が高くなりやすい。

　調査地域の地質は，下部より葉lj．曙の凝灰岩や逗子泥岩が1顛序としてみられ，地形によって異

なった地層が表層に分布している。丘陵地には逗子泥岩，葉1紺馨群の泥岩が多く，風化土は水分

をよく含み傾斜地などでは地すべりが起こりやすい。したがってこの不安定な立地にはハゼノキ

ーヵラスザソショゥ群落が広く分布している。



III植生調査法

　調査地域内で，植生の相観，組成，さらに地形，土壌など均質な植分をとり，回数・面積曲線

の最：小面積以上で，植生調査範囲が決定される。次に森林のような多層群落では各階層の高さ，

植被率が匿測され，各階層ごとに出現する植物の全種類が記録される。記録された種にはBraun－

Blanquet（1964）の全推定法による総合優占度と群度の2つの測度が与えられる。

　総合優占度Artm註chtigkeit（本文中，単に「被度」と表現されている）

　　5：その植物が調査面積の3／4以上を被覆する。鯛体数は任意。

　　4：その植物が調査面積の1／2～3／4を被覆する。個体数は任意。

　　3：その植物が調査面積の1／4～1／2を被覆する。個体数は任意。

　　2：その植物が調査面積の1／10～1／4を被覆する。又はそれ以下であっても個体数がきわめ

　　　　て多い。

　　1：その植物が調査面積の1／10以コぐを被覆し，しかも催体数が多いかまたは被覆する面積が

　　　大きい状態。

　　＋：被複する面積も個体数もわずかである。

　群度Soziabilitat

5

∈∋も

4 3

夢
亀

㊤

巳

Q

ゲ
9 θ

θ

2
　　　　　　　　　1

　Fig．2総合優占度模式隠i。
Schematische　Darsteliung　der　Artmach亡igkeit．

十
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　　5：その植物が調査面積内に，カーペット状に一耐iに群生している。

　　4：大きな斑紋状に生育する。またはカーペットに穴があいているような状態。

　　3：小斑状またはクッション状に生育する。

　　2：小群状または束状に生育する。

　　1：単生，すなわち茎葉または幹が孤立し，はなればなれに生育する。

　そのほか，調査された植分に関する立地条件（方位，傾斜，海抜高度，微地形，土壌条件，微

気象）や入為的影響，隣接群落など野外で判定可能な項目が記録される。植生調査資料の一例々よ

Tab．！に示されている。

　野外で得られた植生調査資料は，群落形態や生活形も考慮に入れてほぼ同質の種組成をもつ植

分ごとに種組成表にまとめられる。組成表は次に示される組成表作製過程によって常在度（Ste－

tigkeit）の高い種，区分種（Trennarten）さらに標微種（Ke難narteのの発見に努められる。

　組成表作製作業過程

！。

2．

3．

4．

5．

6。

　局地的な種の組み合わせによる群落単位は，隣接地域や，

と比較検討を行なう。

ziatiOR）と規定される。基本単位である群集は，

よびクラスとにまとめられる。

植生調査資料の“素干；原資料表（Rohtabelle）”への記入。

常在度の高いものから並べたヒく常在度表（翫etigkeitstabelle）”への轡きかえ。

くく

ﾁ下表（Teiltabelle）”による区分種（Differentialarten）の発見。

局的地に有効な区分種群の有無によるく「X：分表（D遜erenzierte　Tabelle）”への組みかえG

くく

麹㍼寘ﾝ度表（Ubersichtstabelle，　R6mische　Tabelle）”きこよる標野種の発見。

区分二三から『洋集表（Charakterisierte　Tabelle）”や『洋弓表（Gesellschaftsねbelle）”

への組みかえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに広域的に多数の植生調査資料

　　　　　　　その結果，標徴種によって区分された基本となる群落単位が群集（Asso一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに共有の標徴種によって群団，オーダーお
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．1植生調査資料の一例。

　　　　　　　　　　　　　　Beispiel　f尊r　eine　Vegetat玉onsaufnahme．

Name　d．　Gesellsch．イロ・・モミジーケヤキ群集

Aufn．　Nr．⑯Yu－88　Dat．80．10，3！0rt逗子甫二子山林道

Aufn．　vonY・N　O・SY・H

B－1　　22m　　80％

B・214m　40％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う（、へ
S　3．5m　40％

KO。5m35％　　　　　　　　　　　　彦
M　　　％　　　　　　　　　ε〉一
Exp．　u．　Neigung　　V～740。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ミ、

H6he　毛i．　M．　　100m

　　　15×15qm

Mikrorelief　u．　Boden

Artenzah1　38spp．
／鯉／

G

尋

冤

　　L「．

　！｛

．．、

伽ら

野／
　　／う

．／／ ≠浮?ｎ．

　　　　　　．，／

謡，曙鞭くが多い

B15・4　ケヤキ S3・3　アオキ

　十　マサキ

　十　テイカカズラ

　1・1　イヌビワ

　十・2　ヤフニッケイ

　÷・2　マルバウツギ

　1・1　ムラサキシキブ

　1。2　シロタモ

　十　ピサカキ

　十　ヤツデ

　K十。2　クマワラビ

　　1・2　カブダチジャノヒゲ
｛　　1・2　ヤブラン

　　　　　　　　　十・2　ヤブソテツ
1…キチ・。ウ・ウ

÷・2

1・2

十

1・2

牽。2

キヅタ

テイカカズラ

オオパノイノモトソウ

アスカイノデ

ベニシ五

十　サンショウ

B23・3　イ引田モミジ

　1・1　シロダモ

　　亭　キツ．タ

／・2

十・2

十

十

十

オオバジャノヒゲ

バコ不シ．タ

イタビカズラ

ヤマノイモ

タチツボスミレ

十　ヤマヤブソテツ

÷。2　ジャノヒゲ

！・2　カソトウカソアオイ

十　エビネ

÷　タブノキ

十　　シュロ

十　シュスラン

（十）　オニシバジ

十　ムクノキ

十　ヨツバムグラ

（Abt．　Vegetationskunde　d．　Inst．　f．　Ulnweltwiss．，　Staatl．　Universitat　Yokohama）
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Fig．3植物社会学的な方法による笹生単．位の決定の作業フローチャート

　　　　　　　　　　　　　（宮脇ほか1980：鉦i本植生誌屋久島）。

Schelnat量sche　Dars亡ellung　der　verschiedenen　Stufen　ln　der　syntaxonomischen

Arbeitsweise　der　Vegetationskunde。
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W　調　査　結　果

　植生調査は三浦郡葉山町を中心に横須賀市の一部を含む沿海部で行なわれ，8群集，！9群落，

4植林の合計31の植生単位があきらかにされている。

1．森林植生　Waldvegetation

　自然植生に近い常緑広葉樹林，代償植生として広く生育する夏緑広葉樹林および雛林があっか

われている。

1）　常緑広葉樹林；照葉樹林　1㎜mefg画ne　W銭1der；Lorもeerw5互der

　　a．ヤブコウジースダジイ群集（Tab．2）

　　　　Ard量sio－Castanopsietum　s玉eboldii　S縫z．一Tok．etHachiy盆1951

　丘陵部の尾根筋で比較l！l身中が当たり乾燥しやすい立地にスダジイの優博する常緑広葉憐林が生

育している。生育面積は少なくオニシバリーコナラ群集，オオシマザクラ越畑などの夏緑広葉樹

林に隣接している。高木層は10～！7mで萌芽形態をとる植分が多く，優占種のスダジイのほかに

アカガシ，モチノキなどが生育している。！1｛三高木層は6～10mに発達し早牛率は20～60％，ある

いは形成のみられない時分も認められる。スダジイ，ピサカキ，イタビカズラ，モチノキ，ヤブ

ツパキ，カクレミノ，イヌビワなどが生育し，とくに優占種はみられない。低木層は2～3．5m

の植生高で，20～70％の植被率を蒋し，スダジイ，イヌビワ，ヒサカヤ，アオキ，シPダモ，ヤ

ツデなどが高い常在度で生育している。草本層は30～60cmに発達し，警世率は5～80％と横分

により薙異が認められる。ベニシダ，キヅタ，テイカカズラ，ヤブラン，ヤマイタチシダ，ヤブ

コウジなどの常在度が高く，人為的な破壊のややみられる立地でテイカカズラが優占している。

これらの町分はヤブコウジースダジイ群団の標徴種でそのまま識馴される群団の典型部を占める

ヤブコウジースダジイ群集にまとめられる。調査地域ではスダジイ，ピサカキ，ヤマイタチシダ，

イタビカズラ，カブダチジャノヒゲ，ヤブコウジがイノデータブノキ群集に対する区分種として

識別されている。

　ヤブコウジースダジイ群集は，東海地方以東の温暖な沿海部に広く分布がみられ，丘陵地の尾

根部など乾燥しやすい立地に生育する自然植生である。調査地域ではとくに乾燥しやすい南～南

西斜醗iに偏在している。外洋に直接回した斜面では湿風を受け，：立地が湿潤化しやすく，ヤブコ

ウジースダジイ群集の生育立地は，きわめて限られたものとなっている。葉山町では仙元山の尾

根筋の一部に残存した林分がみられる（Fig．4）。

　ヤブコウジースダジイ群集は伐採されると萌芽林を形成するが，操り返し行なわれたり，ある
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　　　　　　　Fig，4　尾根筋に残されたヤブコウジースダジイ群集の肝内相観

　　　　　　　　　　　（葉1．魍∫仙元山，～毎抜120m）。

　　　　　InllerePhysiognol董ユiedesAr（lisio－CastanQpsietum　sieboldii，das

　　　　　auf　BergrUciくen　crh乏dteH　ist（Berg　Scnge［ユーyama，　Stadt　Hayama！20！n　U，　NN）．

いは立地条件の厳しいところではオニシバリーコナラ群集やミゾシダーミズキ群落イヌシデ下獄

群落など自然度の一段低い夏緑広葉樹二次林に退行する。最近ではまれにしかみられないやブコ

ウジースダイ群集も，かつては関東一円の沿海部に広く分布していた。三浦半島の残存林分は，

できるだけ保護が望まれる。また住宅地造成など広域的な地形の改革や嫉生の消滅が行なわれた，

あるいは行なわれる地域では，積極的な常緑広1鱗慧樹林；ヤブコウジースダジイ群集の復元が必要

とされる。

　　b．イノデータブノキ群集（Tab．2）

　　　　Polystic熱。－Perseetum　thunbergii　Suz．一Tok1952

　県道野比葉山線沿いの新善光寺にぱ常緑広葉樹のタブノキの擾占する社叢林が小面積で残され

ている。タブノキ林は沖積低地，丘陵地の下部や嚢状地などに，今日では社寺林，尾敷林として

点在している自然植生の残存林分である。高木層は！2～22mの高さで70～90％の植被率を占め，

優占するタブノキの他にイヌマキ，クロガネモチ，ケヤキなどがわずかに混生する。一部伐採な

ど人為的な影響のあった立地ではカラスザンショウなど暖地生夏緑広葉樹の侵入がみられる。亜

高木層は8～！1mに発達し，30～60％の植被率を占め，ヤブツバキ，モチノキ，カクレミノ，イ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

ヌビワなどが常在的に生育し，ヤブツバキの優肥する林分が多い。亜高木層の発達していない林

分もみられる。低木層は2～5mの植生高で30～70傷の植被率を占め，アオキが常在的で，しか

も優醸するのが特徴となる。ヤブニッケイ，シロダモ，ヤツデ，マサキ，トベラ，オオバグミ，

イヌビワが高い常在度で生育する。草本層はシダ植物が多く，50～70cmの高さ，15～70％の植

被率でアスカイノデ，リョウメソシダ，オオバノイノモi・ソウ，オオイタチシダ，クマワラビ，

キチジョウソウなどが生育している。このような植分はタブノキ，ヤブニッケイ，キチジョウソ

ウ，アスカイノデ，シュロ，オオバノイノモトソウ，リョウメンシダを標難題および区分種とし

てイノデータブノキ群集にまとめられた。

　イノデータブノキ群集は中国地方以東から東北地方の沿岸部まで分布がみられ，北限がヤブコ

ウジースダジイ群集よりのびている。これはタブノキの耐凍度が他の常緑広葉樹より比較的高い

こと（酒井1975），北限は多雪地となりタブノキの生育に適した環境立地が形成されやすいこと

などが一因としてあげられる。イノデ～タブノキ群集は沖積低地から斜面下部，譲状地などぼう

軟で団粒構造の発達した，とくにこの地域では黒ボク土壌上に生育がみられる。林内は空中湿度

が高く，照度が低いため陰地生の常緑シダlli！〔物の生育が多くみられる。また常緑木本植物ではタ

ブノキ，シμダモ，ヤブニッケイ，アオキなど液果をもつ植物の活力度が大きい。

懇該弗畷1、

ll：灘撫

…1麟索叡

徳’

　　　　Fig．5　わずかな面積で残されているイノデータブノキ群集

　　　　　　　　（野比葉山線沿いの新善光寺，海抜60m）。

DasPolysticho－Perseetum　thunbergillstalsTempe1．Walderhalten
geblieben（Neben　Nobi・Hayama－StraBe，　Shinzenkoli－Tempel，601n荘．　NN）．
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　斜面のイノデータブノキ群集が伐採されるとハゼノキ一毛ラスザソショウ群落，ミゾシダーミ

ズキ群落など湿性夏緑広葉樹の二次林が形成される。沖積低地上では耕作地や宅地など多屋的な

土地利用のためチカラシバ群落，アキメヒシバーオオバコ群落など，雑嚢群落に澱き換えられて

いる。

　イノデータブノキ群集はヤブコウジースダジイ群集と同様に，残存する自然植生に含まれ，そ

の保護ならびに積極的な復元が望まれる。

2）　夏緑広葉樹林　Sommergr蓑ne五aubw琶蓋der

　　a．イロハモミジーケヤキ群集（Tab．3）

　　　　Aceri－Ze孟koveもum　M呈yawakietK．Fujiwara1970

　丘陵を刻む谷部の急斜面に夏緑広葉樹のケヤキの優目する林分がみられる。高木層は22～26m

に発達し，80％の植被率を占め，優占種のケヤキのほかに岡じニレ科のムクノキが生育している。

また一部，伐採の行なわれたような立地では二次的に生長したミズキが混生する。飛高木層は11

～14mの高さで30～40％の植被率を有し，夏緑広葉樹のイロハモミジと常緑広葉樹のシロダモが

優占して生育するのが特徴的である。低木層は3．5～4mに生．長し，アオキが優占する。また，

シロダモ，タブノキ，ヤツデ，ヤブニッケイ，マルバウツギなどが40～50％の植被率で生育する。

草本層は50～60Cmの高さ，35～40％の植：被率で占められるが出現回数は各階層【・1・1でもっとも多

く，平均して30種を数える。高木層が夏緑広葉樹であり亜高木層，低木層の植被率が少ないため，

林床が比較的明るい。しかも空中湿度が高く，土壌も適湿である。常緑植物にはイノデータブノ

キ群簗にも共通する種群が多く，アイアスカイノデ，キチジョウソウ，リョウメソシダ，オオバ

ジャノヒゲ，オオバノイノモi・ソウ，クマワラビなどが生育する。また，林床が比較的明るいた

め林誓言の璽緑植物のホトトギス，キンミズヒキ，ミツバアケビ，コアカソ，ヤマノイモ，ヨツ

バムグラなどの生育もみられる。このような三分はケヤキ，イロハモミジ，ムクノキを群集櫟徴

種および区分種としてイロハモミジーケヤキ群集にまとめられた。

　イロハモミジーケヤキ群集は土地的な極相林として太平洋側のヤブツバキクラス域に分布し，

多くの常緑植物によってヤブツバキクラスへの所属が判定されている唯一の墜緑広葉樹林である。

　イロハモミジーケヤキ群集は葉山層群などの基岩が露出する比較的崩壊性にとんだ急傾斜地に

生育している。母材は風化が比較的進んで保水力が良く，適潤な立地を形成している。緩斜葡で

は黒ボク土壌の発達もみられるが流動しやすく，イヌショウマ，サラシナショウマ，ケチヂミザ

サなどの夏緑草本植物が生育している。林内の空中湿度は高く，直射日光が当らない乾燥しにく

い谷部や東～北斜面に偏在して分布している。

　イロハモミジーケヤキ群集は斜面などの地形的に不安定な立地に生育地が限られている。高木

層，亜高木層に落葉樹が優占しており，四季の変化の少ない常緑広葉樹林域では多彩な色彩変化

をみせる。したがって自然公園地域や丘陵部の住宅地域などでは積極的なイロハモミジーヶヤキ
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繍

饗鰭∴

署縮緒孟ド．

　　≠｝

駿下条

Fig．6夏緑広葉樹のケヤキの優占するイロハモミジーケヤキ群集

　　　　（葉川i∫，海抜！00m）。

InderBaumschlchtdesAceri－Zelkovetum　serrataedomilliert
2診／々。てノα∫8ηu6α　（Stadt　Hayama，100m員．　NN）．

群集の復元も郷土林の一部として効果的である。

　　b・オこシバり一調ナラ群集（Tab．4）

　　　　DaphRo　pseudo－mezerei－Q穫ercetum　serratae　M蓋ya、vak量etal．1971

　丘陵部の乾燥した尾根筋に沿ってコナラが萌；芽形態で優熱する墜緑広葉樹林が帯状にみられる。

発達した植分でも植生高は12mほどで，クリ，ヤマハゼ，オオシマザクラ，ネムノキなどが混生

する。麗高木層は発達が悪く，階層のみられる職分でも植被率は5～20％程度でエゴノキ，モチ

ノキ，ナツヅタなどがわずかに生育するにすぎない。低木層は2～4mの高さで，35～90％以上

の植被率を有し，夏緑植物のカマツカ，ガマズミ，ウグイスカグラ，サンショウ，イボタノキ，

ムラサキシキブ，マユミなどのほか，常緑植物のイヌガヤ，ピサカキ，ヤブニッケイなどもわず

かに生育している。植被率が90％を越えるlii：｛分はササ繊が優塗するためである。草本層は0．3～2

皿に発達し，5～75％の植被率で夏緑植物のケスゲ，オニシバリ，サルトリイバラ，i・コロ，ノ

ガリヤス，ヤマカモジグサ，シラヤマギク，ホタルカズラや常緑植物のテイカカズラ，ヤブコウ

ジ，ベニシダ，ツワブキなどが生育する。草本層の種構成は夏緑植物が約70％を占め乾燥立地に

多いイネ科型となっている。このような植分はコナラ，ケスゲ，トベラ，オオバグミ，イタビヵ
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ズラ，オニシバリ，スダジイを標下種および他の夏緑広葉樹林に対する区分種としてオニシバリ

ーコナラ群集にまとめられた。

　オニシバリーコナラ群集はヤブツバキクラス域に分布するブナクラスの代償植生として神奈川

県沿海部より報告されている（割協ほか1972，宮脇，藤原，原田像か1971，宮脇，藤原，中村ほ

か1976，宮脇，原田，藤原ほか1973）。　イノデータブノキ群集の破壊が続くと暖地生夏緑広葉樹

林；ハゼノキーカラスザソショウ群落が形成される。オニシバリーコナラ群集はスダジイ，イタ

ビカズラ，ヤブコウジ，ピサカキなどヤブコウジースダジイ群集を即戦づける多くの常緑植物が

生育していること，また生育地の環．境がきわめて桐．漏していることなどからヤブコウジースダジ

イ群集の代償植生のひとつと考えられている。泥障シバリーコナラ群集はやや内陸部の，または

標高が上がり気候条件が比較的厳しくなる立地では持続して生育する期閣も長くなるが，外洋に

臨んだ地域では常緑樹i吻の再生が早く，オニシバリーコナラ群集の多くは短期間でヤブコウジー

スダジイ群集に遷移する。また，沿海部では気候が温暖なため，自然植生のヤブコウジースダジ

ィ群集が破壊されても短期閲に再生してスダジイが萌芽することが多い。しかし，伐採の繰り返

しによる立地の貧化，陰樹の生育あるいは再生能力の限界によりオニシバリーコナラ群藥がかわ

って生育することもある。

　調査されたオニシバリーコナラ群集は葉山層群のやや風化の進んだ乾燥した立地に生育する。

土．壌は乾性型褐色森林土からなり構造はち密で団粒構造はみられない。B層は厚くなく，一部基

岩の露出もみられる。林内は乾燥して，風が通りやすい。林床は明るくノガリヤス，ツリガネニ

ンジン，ヤマカモジグサ，シラヤマギクなど陽地生の夏緑草本植物の生育もみられる。

　　c．ミゾシダーミズキ群落（Taわ．5）

　　　　8勿ηoσrαエπ〃己αpo20εssp・〃20JJε88～〃εα・Oo配π3ω漉rooθrεα一Gese1歪sc轟aft

　適潤な火山灰土や風化土の分布する丘陵に局地的にミズキの優占する夏緑広葉樹林がみられる。

初夏には大形の白花を多数つけたミズキが馬丁を形成する。高木層は！1～19m，80～90％の植被

率を占め，ミズキのほかにケヤキ，エノキ，ヤマグワなどの湿生夏緑広葉樹の混生することもあ

る。亜高木層は30～45％の植園率を1占める。若齢林では蛭高木層は形成されていない。イヌビワ，

アカメガシワ，ヤマグワなど夏緑広葉樹に混えてシロダモ，タブノキ，イタビヵズラなど常緑植

物が生育する。低木層では常緑植物が種類数植被率ともに増加し，優喫するアオキの他にイヌ

ガヤ，ピサカキ，タブノキ，ヤツデなどがみられる。夏緑植物ではムラサキシキブ，イボタノキ，

ウグイスカグラ，ガマズミなどイヌシデーコナラ群団やイヌビワ，キブシ，ヤマグワなどクサギ

ーアカメガシワ群纐の種が多い。草本層も夏緑，常緑混生で，ミゾシダ，イヌショウマ，シロヨ

メナ，タチツボスミレ，チゴユリ，タチシオデ，クマワラビ，ヤブラン，ヤブソテツ，キヅタ，

テイカカズラ，オオバジャノヒゲ，ジャノヒゲなどが生育している。このような植分はミズキ，

ミゾシダ，オモト，ツルマサキ，イヌガヤを区分種としてミゾシダーミズキ群落にまとめられた。
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　ミゾシダーミズキ群落は二二な土壌の発達した斜面上に生育するが，ハゼノキーカラスザソシ

ョウ群落のように立地が北から西斜面に集中したり，地形的な凹状地の崩壊地を指標することは

ない。ミゾシダーミズキ群落は湿生林ではあるが，表層土の動きの少ないやや安定した立地に生

育し，乾燥しやすいなだらかな回状地にみられることもある。

　ミゾシダーミズキ群落はイPハモミジーケヤキ群集，イノデータブノキ群集，湿生型のヤブコ

ウジースダジイ群集の潜在自然植生領域にみられるこ：次的または，先駆的な陽地生夏緑広葉樹林

である。優聴するミズキは鳥によって運びこまれた種子から発芽し，数年のうちに樹冠をうっ閉

するほど生長が早い。この鳥散布型の夏二二吻こは，他にムラサキシキブ，イボタノキ，ウグイ

スカグラ，ガマズミ，アカメガシワ，キブシなどがあり，高木層の発達とともに低木層を形成す

る。林内には次の世代の群落を構成する常緑植物の侵入も早く，森林の形成とともにススキ，ト

ダシバなど陽地生の草本植物は減少，衰退し，アオキ，ビナンカズラ，オモト，タブノキなどが

鳥セこ運ばれて発芽を開始する。ミゾシダーミズキ群落内には遷移の経過とともに常縁植物の種類

数，植被率が増加し常緑広葉樹林に移行する。

　ミゾシダーミズキ群落はスダジイ，ネズミモチ，オオイタチシダ，イタビカズラ，ヤツデ，イ

ヌシデ，ヒメカンスゲ，ホウチャクソウ，アズマネザサで区分されるイヌシデ下位群落とケヤキ，

アスカイノデ，フジ，カマツカ，エノキ，マユミで区分されるケヤキ下位群落に識別される。イ

ヌシデ下位群落は自然植生のヤブコウジ～スダジイ群集の構成種群を多く共有し，ケヤキ下位群

落に比較して乾生立地に生育する。ケヤキ下位群落は自然lll！｛生のイノデータブノキ群集，イロハ

モミジーケヤキ群集の共通種群を有し，また生育地がきわめて類似していることからそれらの代

償植生と判定さオtる。

　ミゾシダーミズキ群落は人為的な影響により低地帯に下降したブナクラスのイヌシデーコナラ

群団の種群により特徴づけられている。

　　d．ハゼノキーカラスザンショウ群落（Tab．6）

　　　　R伽SS郡CCθ伽πeα一日αραrααεZα漉1己0掘ε8・Geselischaft

　山間の崩壊性斜面にカラスザンショウの優号する暖地生薬緑広葉樹林が多くみられ，調査対象

地域に発達する現在の森林景観の特徴となっている。高木層はU～20mに生長し，陽地生のハゼ

ノキ，エノキ，ムクノキ，アカメガシワ，ミズキが混生する。いずれも鳥散布により種子がもち

こまれたものである。とくにカラスザンショウ，アカメガシワなどの種子は埋土休眠中も寿命が

長く，森林が破壊されて疎開した立地にいち早く発芽，生長する。亜高木層は8～11mの高さで，

！0～50％の植被率を占め，常緑植物のシロダモの被度の高いことが特二二である。大楠山からは

遠山・持国・伊藤（！974）によりシロダモーアオキ群落として報告されたシロダモ優占林も同一

の植生と判定される。タブノキの常在度も高いが，単木的で個体数は少ない。低木層は2～4m

で，50～80％の高い植被率を占め，アオキが優占する。シロダモ，タブノキ，ピサヵキ，ヤツデ，
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Tab，7　ハゼノキーカラスザソショウ群落の各階層における常緑小物と夏緑植物の

　　　　割合（Tab．6参照）。

Die　Verhaltnisse　der　lmmergranen－u．　SommergrUnen－P壬1anzen　in　der　einzelnen　Vege－

tationsschichtcn　von∫ミ／～～♂∫5”cω6如1ω．1残’gα’可αα～♂‘z〃訪。認θ∫．Gesellschaft（vgl．　Tab．6）．

高　木　層
BaumSChlCht－！

亜高木層
BaUlnsch三chト2

夏　　　緑　　　植　　　物
　SommergrUne　Arten

　夏緑植物出現種数×！00

　　　各階暦の全出現種数
Artenzahl　der　Sonmlergr嚢nc11×100

Gesarn£artenzahi　e三ner　Schicht

100％

67％

常　　　縁　　　植　　　物
　　Immerg城ne　Arten

　常縁植物出現種数×！00
　　　層階層の全出現垂心：

Arヒenzahl　der　lmmergr員nen×100
…Uesamtartenz巨1｝l　e三n6r　Schicht

G96

33％

低　木　層
Strauchschicht 58％

1了

草　本　願
Krautschicht 26％

42％

74％

ヤブニッケイや夏緑植物のイヌビワ，キブシ，ヤマグワ，サンショウ，ガマズミなどいずれも鳥

散布型の植物が多い。草本層は50～90cmの高さで，常緑鯖物のヤブラン，オナバジャノヒゲ，

キヅタ，アスカイノデ，クマワラビ，ベニシダ，テイカカズラの常在度が高い。各階層における

夏緑植物と常緑植物の全出現種数（階層ごと）に対する割合はTab．7に示されている。夏緑植

物の割合は高木層で100％を占めるが下層にいくにしたがって減少し，草本謄ではわずか26％で

ある。高木層に優占するカラスザソショウは多数の種子を生産しているにもかかわらず林床に幼

木は確認されていない。このような群落形態をもつ寸分は，カラスザソショウ，ハゼノキを区分

種としてハゼノキーカラスザンショウ群落にまとめられた。

　ハゼノキーカラスザソショウ群落は日射による乾燥の少ない北～北西斜面に集中して生育する。

立地は二二地形で，表層土の動きやすいぼう軟な土壌を指標している。適潤指標種となるイノデ

ータブノキ群集の構成種群が多く，時欄とともにイノデータブノキ群集に遷移が進むと考えられ

る。立地が多潤で不安定なため，現存の一夏ノキーカラスザンショウ群落は持続群落として生育

する期間が長い。常在度の高いタブノキも穂分あたりの鯛体数は少なく，樹冠をうっ閉するよう

になるまでには，かなりの時計を必要とする。

　ハゼノキーカラスザンショウ群落はハコネウツギ，オオバヤシャブシ，ミズヒキ，ウマノミツ

バ，ジャノヒゲで区分されるハコネウツギ下位群落と，クマワラビ，ベニシダ，ヤマイタチシダ，

リョウメンシダ，ヤツデ，エノキ，キチジョウソウなどによって区分されるクマワラビ下泣群落

に識別される。ハコネウツギ下位群落は植生高も低く，先駆的なハコネウツギー細節バヤシャブ

シ群集の構成種によって区分されたハゼノキーカラスザンショウ群落の初期相と判定される。ク

マワラビ下位群落は形態的にも安定した最適相を形成しているが（Fig．7），低木層，草本層には
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Fig．7　北画頂1の崩壊性立地に空し諒するハゼノキーカラスザソショウ羅落

　　　　（葉山削」’，海抜60m）。

Dleノぜ1～～ピ55～κ‘君ぬ撒」一．鞠撒♂‘～～’‘」〃〃～・～伽一Gesel｝sc1ユafεko狙mt　au臼euchten

Standorten　auf　Nor⊂lhangen　vor（Sta（1t｝｛ayama，60m慧．　NN），

次に遷移する常緑広葉構林の種群が多く生育している。

　ハゼノキーカラスザンショウ群落はイヌビワ，キブシ，アカメガシワ，クマノミズキ，ヤマグ

ワなどによってクサギーアカメガシワ群団にまとめられる。類縁の群落は低地帯を1・卜馨心に沿海部

に生育がみられる。

3）植 林Forsten

　　a．マテバシイ植林（Tab．8）

　　　　Pα8απεαε｛掘髭s－Foどst

　尾敷林としてあるいばi庶陵の尾根部に常緑広葉樹のマテバシイの植林がみられる。高木／蕾は1！

～14mの高さでマテバシイが90％以上の植被率で生育し，ほかに自然生のアカガシやスダジイを

混生することもある。植栽されたマテバシイは種子生産も行ない林内には草本層から亜高木層ま

で生長した個体をみることができる。蜥高木1韓にはマテバシイのほかにヤブニッケイ，ヤブツバ

キ，イヌビワなどが生育する。低木層は2．5～4mの高さで30～40％の植被率を占め，マテバシ

イ，モチノキ，シロダモ，アオキ，カクレミノ，ヒサカキ，ヤブツバキ，オオバグミなど常緑植

物が多い。草本層の発達は貧弱で10～20％の植被しかなく，ジャノヒゲ，ナガバジャノヒゲ，ヤ
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Fig．8　尾根などの乾生立地に多いマテバシイ植林（横須賀市子安，海抜！20m）。

　　　　　Rz∫α〃～α‘ナ‘Z1読5　ist　a毛童f　m芝i億lg　trockenell　Bergracken　gepHanzt

　　　　　　（Koyasu，　Stadt　Yokosuka，120m琶．　NN）．

プラン，マサキ，スダジイ，フジ，ナツツダなどがわずかに生育する。植林であっても，自然度

の高い常緑植物が多くみられるのは，伐採，萌芽により古くから植分が持続してきていること，

マテバシイがうっ閉した樹冠を形成し林内の照度が下がるため，醐熱性の常緑植物しか生育でき

ないことが一因としてあげられる。

　マテバシイは尾根部などの乾燥した立地に生育がよく，安定した植分を形成する。したがって

スダジイ，アカガシ，ピサカキ，トベラなどヤブコウジースダジイ群集に共通した．種群が多く，

伐採管理が放棄されれば，時間とともにヤブコウジースダジイ群集に遷移する。

　自然生のマテバシイは九州の宮崎県に確認、されている。山地の尾根筋に発達するアカガシーミ

ヤマシキミ群集内にアカガシと混生したマテバシイの大木をみることができる。個体の多くは萌

芽形態を示し，地上高1～3mから分岐した幹が斜上している。

　マテバシイは有用樹木として建具や薪炭材に利用される。関東地方では三浦半島と房総半島の

沿海部に植林されることが多い。

　b。スギ植林（Tab．9）

　　　Cr泓μ0配θ吻ノαPOηεCα・Forsも

斜面の凹状地の水はけの良い立地は，スギの植栽に適しており，調査地域でも外洋から直接的
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Feld，Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

Gr68e　d．　Prob団ache（m2）；

H6he　U．　Meer（m）：

£xposit三〇n　u．　Neigung　（。）：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumsch三cht（駕）：

H6he　d，　Strauchschicht（m）＝

Deckung　d．　Strauchschicht（％）；

Hδhe　d．　Krautsch三cllt（m）：

Deckしlng　d．　Krautschicht（％）；

Artenzahi：

Tab．9スギ植林
C1つゾ》’o〃～8ノ‘～α∫‘ψo〃1ぐ’‘～・Forst

調．査番号
調査年湾iヨ

調査｝：肖：i積

海　　　抜
方1立及び傾斜

低木願の高さ

低木履椎〔：級：率

P．馬

出現種数
An慕ep貧anz之er　BaUn｝；

　Cりψ加ノ〃8ノゴαノ‘z100ノパビα

Artend．Can玉eHietea　laPonicae：

1ぜ〔栽樹種

　スギ

ヤブツバキクラスの種

　アオキ

　ヤツァ

i　Yu　83
i31．　Okt．，80

i　lO×1．8

i　！35
i

i　　NW20i16
i　　go

i　4
i　　　5

i　　O．7

1　85
1　　29

ノll～’αめαノ‘ψ0〃1‘二α

裁μ．5～αノ妙。〃∫ぐα

　乃Z5撹1ぐノ耀〃～．1）θ／♪，配ψ12α’・～〃〃var．加’61町〃κ冠甜〃多　　　　アイアスカイノデ

　Co”109’¶α”～”超ノ‘4）o〃詫α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イワガネソウ

　君。ら1∫盈ヲ擢〃」汐扉3め～ψ1～αノブ〃〃var㌦ガρ”～”θ50．♪α／α♂α：wノ〃　　ア．スカイノデ

　〈を扉～敵ノα5βノ・～ごノ8‘」　　　　　　　　　　　　　　　　シロダモ

　Z）ノぴημ8ノゴ561γノ～γ05θ’－α　　　　　　　　　　　　　　ベニシダ

　7｝耀1～認。∫ρ6ノ・〃耀’〃α∫忽’1‘w〃var．～〃！‘〃フ〃郡／甜〃～　　　　テイカカズラ

　0ρ1z1ρρogo〃。ノ～．測～’　　　　　　　　　　　　　　　　ナガバジャノヒゲ

SOIlstige　Arte11：　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　nαび‘〃でビ♂α　　　　　　　　　　　　　　　　　 イヌビワ

　五1）んα〃ζ〃～〃～（ノ‘凝ヴ昭ズα　　　　　　　　　　　　　　　　　ムクノキ

　ノレ4αぐ1～．〃10‘た55’αノ～‘～151～”　　　　　　　　　　　　　　　リョウメンシダ

　Hσ～‘‘〃り，〃1αα〃噂‘～ご．友」　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドクダ｝ミ

　！161り，1層α〃訪65ノ‘‘Pθ〃〆（．’α　　　　　　　　　　　　　　　　ヒカゲイノコズチ

　13081切～8’ゴα”ψθノ～o〃’τ’‘ノα　　　　　　　　　　　　　カラムシ

　勘ら90ノ耀ノπツ0々～びα～αノ耀〃～　　　　　　　　　　　　　　　ハナ．タデ

　0〃5ノ〃βノ〃‘∫～〃～‘1～’Zα砂～，”榔　　　　　　　　　　　　ケチヂミザサ

　Z）6∫〃砂‘！加ノπZα∠τ醒〃　　　　　　　　　　　　　　　オオ．バヌスビトハギ

　％疏αノ妙。ノ～～‘ノα　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブミョウガ

　Cα”8ぼ16忽α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナキリスゲ

　∬㍗ノら，5’廊1耀〃μ1・ψ如・o〃　　　　　　　　　　　　　　ジュウモンジシダ

　ノ1”～．ッ1’々〃πノ妙。〃～α〃〃　　　　　　　　　　　　　　　シケシダ

　5配9ノ～09γα〃〃〃αメ＞0驚0∫SSP．〃～0”～∬～ノ〃‘Z　　　　　　　　ミゾシダ

　130εノ切ガ〃gんαπ∫8ノ～～αノ‘4）oノ～～ぐα　　　　　　　　　　　　　マツカゼソウ

　コわノ・読5ノ畷）o加‘α　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブジラミ

　7》・’ビ1～．05α〃〃擢5‘7～’α〃〃8ズ。～漉5　　　　　　　　　　　　カラスウジ

　Z万05‘0・孤ノ妙・〃～αこ　　　　　　　　　　　ヤマノイモ

　M～‘・η妙如〃～ω額ノ弼α　　　　　　　　　　フモトシダ
調査地Fundort：Hayama－cllo，　Oyama　葉1．．i．．1［町’大1．｛」

調査者Forscher：Nakamura，　Y．，　Sakaniwa，　O・，　Hlguchi，　Y・
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　　　　葱

麟嚢

Fig．9　放棄されたゴルフ場内の斜1薩iに残されているスギ確林（葉【．1－1町，海抜180m）。

　　　　Auf　nassen　Standorten　sind　Cり例‘〃〃（ノ’・’αノα汐。〃～αレFors£en　sehr　i｝…iufig

　　　　（Stadt　Hayama，！80m銭．　NN）．

な海風の影響の少ない内陸部にスギ槙林が普通にみられる。植生調査された網場木は管理が良く施

され，亜高木層は発達せず，低木層も5％の植被率でイヌビワ，ムクノキ，ヤツデ，アオキがわ

ずかに生育しているにすぎない。植林されたスギは高木層に密な樹冠を形1戎1し，下枝払いが行な

われている。林床は階く，適潤でぼう軟な風化土壌上に優饗するリョウメソシダを始め，アスカ

イノデ，アイアスカイノデ，イワガネソウ，シケシダ，ミゾシダなど多くの陰地生シダ絹物が繁

茂している。その他にもヤブミョウガ，オオバヌスビトハギ，ハナタデ，ドクダミなどが低い殖

被率で生育する。

　スギは日本にだけ自生する有胴樹木で我が国の各地で，ヤブツバキクラス域からブナクラス域

にかけて広く植栽されている。

　　c．オオシマザクラ植林（Tab．10）

　　　　1）彫π配8ZαππθSεαπαvar．　spεCεOSα一Forst

　丘陵のなだらかな広尾根地や耕作地に接した斜面などにオオシマザクラの植栽された夏緑広葉

樹林をみることができる。高木層は！3～16mの高さで，萌芽したオオシマザクラが80％以上の駅

留率で生育する。カラスザソショウ，エノキ，アケビ，ナツヅタ，シロダモが低い被度で高木層

に達している穂分もみられる。亜高木層は7～11mに生長し，シロダモの活力度の大きい林分で
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　　　　Fig．！0　萌芽したオオシマザクラの優聞する植林（葉【」．1町，海抜！00m）Q

　　　　　　Wiederausschlagellder　Laubholzwald　aus　Plw1”5／ご〃～〃651α〃αvar．5！78‘噛～05α

　　　　　　（Stadt　Haya！汎a，　100エn　面．　NN）．

は櫨：被率が45％と高い。管理が行われなくなるとともに二次的進行遷移による植生復元が進み，

常緑植物のシロダモが亜高木層を形成したためである。低木膚は2．5～4mの高さで，植被率は

20～95％と差が認められる。植被率の高い｛ll（〔分にはアズマネザサが優占し，オオシマザクラ植林

の形態的特徴となっている。オオシマザクラは，アカメガシワやカラスザンショウなど他の陽地

生夏緑広葉樹と同1勲こ生長が早く，枝をななめ方向に多く分枝させて垂直方向と水平方向への空

闘取得能力にすぐれている。樹冠の形成は早いが捗1冠がうっ閉されないため，1三i光が透過しやす

く林床の照度が高い。したがって半陽地生のアズマネザサは林内に残存しやすく，また適潤～弱

乾挫に発達した土壌も生育を許容させている。低木層にはほかにアオキ・，シロダモ，タブノキな

どの’常緑樹やヤマグワ，イボタノキ，エノキ，ニワトコ，マユミ，イヌビワなどの夏緑樹が混生

している。林床は明るく陽地生の夏紡1植物も生育しやすいため，草本層の発達はよく，シロヨメ

ナ，トコロ，アマチャヅル，アケビ，コチヂミザサ，サルトリイバラ，ミツバ，タチツボスミレ

や常緑植物のベニシダ，ナガバジャノヒゲ，オオバジャノヒゲ，ジャノヒゲ，ヤブラン，エビネ，

キヅタなどが生育している。オオシマザクラ植林は三浦半島セこ多く，独特な林業形態ということ

ができる。

　オオシマザクラの自生地の分布域は伊豆七島を含む房総半島，三浦半島，伊豆半島沿海部に限

られる。
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2．　低木・つる植生　Ge蝋schvegetat量on

　　a．マサキートベラ群集（Tab．11）

　　　　Euonymo－Pittosporetumもobira簾iyawak藍etal．1971

　外洋からの風衝を直接受ける沿海部の断画地に々ま，樹冠がマッキー状に変形された常緑広葉樹

低木林の自然植生が月、三翻している。横須賀市秋谷でlil｛〔生調査された随分では群落高が3mあり，

95％の鱗被率で，マサキ，トベラが優占し，マルバグミ，モチノキなどが混生している。草本層

は貧弱でツワブキ，キヅタ，ヤブコウジ，ヤマイタチシダ，ヤブランなどが20％の植被率で生育

している。この蟹騙はi・ベラ，マサキ，マルバグミを群集標慰種および区分種としてマサキート

ベラ群集にまとめられた。

　マサキートベラ群集は燭！材の風化も進まない表層圭の騒騒な立地に生育し，しかも風衝や塩水

からも厳しい環境規湖を受けている土地的極相群落である。風背地など風衝条件が弱まり，高木

林の生育可能な立地で，ヤブコウジースダジイ群集やイノデータブノキ群集に隣接する。

　マサキートベラ群集はヤブツバキクラス域の沿海部に広く分布している。

．嚢響．

罎続　　　　　　籔灘延禁：寵1

羅搬に：
　「：壷r

騨
熱．

馨議響籍

轟

Fig．1！　風衝により樹冠がマッキー状になったマサキートベラ群集

　　　　　（横須賀市秋谷海抜25m）。

Win（lexpo蕪erterNie（lerwai〔1（lesEuonymo－Pit重osporetum　tob玉ra

（Akiya，　Yokosuka，251n廿．　NN）．
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　　　　　　　Tab．1！　マサキートベラ群集

Euonymo－Pittosporetum　tobira　Miyawakletal．197！

Feld－Nr．：

玉）atum　d．　Aufn，：

Gr6Be　d．　Probe蚤lache（m2）：

H6he賛．　Meer（m）：

Exposition　u．　Nelgung（。）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d，　Krautsch三cht（m）＝

Deckung　d．　Krautscl｝icht（弩）；

Artenzahl：

調査番号
調査年月日

調査翻積
海　　　抜
方位及び傾斜

．低木層の高さ

．低木層植被率

草本層の高さ

草本周植被捧く

出現種数

　Yug4
8．Nov．　’80

　4×4
　　25

　S£40

　　3
　　95

　0．3

　　20

　　14

Kenn－u．　Trennartell　d．　Ass：

∫）∫畝ノ∫ρ（〃・〃〃犀〔ノゐ～耀

E”o〃）ワ〃〃5ノ妙。ノ漉〃5

　君♂α（～α9ノ耀∫〃κτcノ’o♪1～♪・〃α

　且〃ノを‘9’ノ～〃〃ブ‘ψoノ～～α〃〃

Artend・Cam曾llietea　la工）onlcae＝

群集檬封着および区分種

　トベラ

マサキ

　マノレ．ハクミ

　ツワブキ

ヤブツバキクラスの種
　乃〃㌃yαノψ（，〃～ω

　！ヤ’w8α〃～～’〃ゐ‘〃客∫1

　〃‘熾：1～〃甜8日目

　凱ノ‘たノ「αノ・乃．θノ〃～26ζ，

　0♪配‘4♪090ノ～ノα1♪‘ノ〃～側∫

　ノ1ノ¶‘Z！5’‘りとψo〃～6α

　1）’㌃yoμ6ノ混み1∬画‘τ〃α

　疏1ゾ（功8／，～α硲ブ）ノ～き，〃α

Sonstige　Arte11：

3〃，1！α灘（ヲ1〃～‘↓

　ピサカキ

　タブノキ

　モチノキ

　キヅタ

　ソヤノヒゲ

　ヤブコウジ

　ヤマイタチシダ
　　ぐ　　　　ヤフフン

その．絶の種

　サノレトリイノくう

　Cα紹灘！8〃∠．α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナキリスゲ

調査地Fulxiort　l　Stadt　Yokosuka，　Akiya　横須賀甫秋谷

調1知者Forscher：Nalくamura，　Y，，　Saka函wa，　O，，　Hi縛uchi，　Y．
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　　b．ハコネウツギー面隠バヤシャブシ群集（Tab．12）

　　　　Weigelo　coraeensis・A監net朕m　s壼ebo｝dianae　OhbaetSugawara1979

　道路沿いののり面や伐採跡地，あるいは，かつてシバのはられていたゴルフ場跡地などに2層

構造からなる陽地生夏緑低木林が生育している。群落高は！．5～4．5mでハコネウツギ，オオバヤ

シャブシ，キブシが．優占し，ヤマグワ，マユミ，ガマズミ，ムラサキシキブ，ニワトコなどが混

生する。草本麟は50～200cmに発遭iし，適潤立地を指標する陽地生，半陰地生のとくにヨモギク

ラス，ノイバラクラスの種が多く，平均娼現種数で26種を数える。アズマネザサが林床にファシ

スを形成した植分では，空間，光要因の獲得がむずかしく封二1現種数は9種と少ない。潜在自然植
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欝臼
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毒煙

　　　Fig．！2　神奈川県沿海部セこ多い・・コネウツギーオオバヤシャブシ群集

　　　　　　　　（葉川町，海抜！04m）。

D段sWeigelo　coraeensis－Alnetu1｝蒐sieboldianaekommtanderklimatiscl、
mil（1en　Meeresseite⊂ler　Pr羅．　Kanagawa　vor（Staclt　Hayama，1041n罎．　NN）．

生の判定の基準となる常緑植物は，わずかにキヅタ，ジャノヒゲ，ヤブラン，アオキなどヤブツ

バキクラスの標徴種だけである。この陽地生夏緑低木林はハコネウツギ，オオバヤシャブシを群

集標徴種としてハコネウツギーオオバヤシャブシ群集にまとめられた。

　ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集は適潤な黒ボクヨ織上に生育し，立地は平坦地から表層

土の移動しやすい急傾斜地まで方1立に関係なく分布する。群落の生育を規制する主動要隣は無機

的な要因でなく，主に人為的な干渉が強く働いている。森林が伐採されたり，入間の管理下に置

かれていたシバ草地などが放置されるとススキやヨモギの多年生草原に遷移し，次いで発達する

低木群落のひとつがハコネウッギーオオバヤシャブシ群集である。葉山のゴルフ場放棄地でみら

れた遷移過程では，人間の管理下にあるカタバミーシバ群落が，放棄されてヤハズソウーシバ群

落に遷移し，さらにノコンギクーススキ群落，ヤブジラミーヨモギ群落などを経てハコネウツギ

ーオオバヤシャブシ群集に移行している。人為的な管理の停止からハコネウッギーオオバヤシャ

ブシ群集に遷移する期間は土壌条件など立地の違いにより異なるが林縁部の植分ではいずれも遷

移の進行が早い。隣接する森林植生からと林縁部に集まる野鳥によって種子の供給を受けること

が一因となっている。

　ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集は時間とともにハゼノキーカラスザソショウ群落やミゾ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

シダーミズキ群落など夏緑広葉樹二次林に遷移することが多い（p，53参照）。

　遷移の動態相のひとつとして生育するハコネウッギーオオバヤシャブシ群集は遷移の進行状態

に対応してススキ亜群集とキブシ亜群集に下位区分されている。ススキ範群集はススキ，イヌタ

デ，コセンダングサ，アレチマツヨイ，ヤハズエンドウ，コウゾリナ，アメリカセンダングサで

識別される群落の初期相である。ハコネウツギーススキ群落から遷移し，群落高は平均で3mと

キブシ亜群集にくらべ1mも低い。ススキの生育のまだ旺盛な品分では樹冠はうっ閉せず，わず

かに15％の植被率でハコネウツギ，オオバヤシャブシのまばらな個体がみられる。キブシ亜群集

はキブシ，ヤマグワ，ヤマノイモ，ガマズミ，トコロ，マユミ，アズマネザサ，ヤブラン，ミツ

バ，ムラサキシキブ，ジャノヒゲで識別される群落の最適羊［到である。平均1土1現種数はススキ亜群

集にくらべ15種多い38種を数える。木本植物が著しく増加し，ヤブラン，ジャノヒゲ，シロダモ，

キヅタなど常緑植物の侵入もみられる。

　ハコネウッギーオオバヤシャブシ群集は神奈川県から静岡県焼津市高草1．取こ及ぶ沿海部に分布

がみられる。とくに三浦半島では生育も旺盛で，道路沿いなどに二次的に生育域を広げている。

　ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集はオオバヤシャブシ記聞，タニウツギーヤシャブシオー

ダーに所属される。

　　c．センニンソウーカラスウリ群落（Tab．13）

　　　　C望απαだ8εθrπ〃Zo｝・α圏Trεcん08απf死θsα己（物配εroεdθ8・Gese難sch農£t

　山道や鳥道に沿ったヤブにつる植物がおおうようにからみついて生育している。植生高は支持

体となる低木の高さによって異なるが，2．5～4mの高さの二二調査資料が得られている。群落

は1層からなり，40～70％の植被率で支持体を被覆している。優占種はとくにみられず，カラス

ウリ，トコロ，クズ，ヤブマメ，センニンソウ，ヤマノイモ，ヘクソカズラ，ノブドウなど夏緑

性つる植物が生育している。このような二分はカラスウリ，センニンソウを区分種としてセンニ

ソソウーカラスウツ群落にまとめられた。

　セソニソソウーカラスウリ群落は樺生破壊跡地の森林土壌上に植杢｛三復元途上の，あるいは林縁

都の持続群落として生育している。土壌は適潤で森林植｛しから栄養塩類の供給を受けている。上

方が疎開し地上の光条件が有利に働くと構成種群の発芽生長：が開始される。種子は鳥散布型が多

いが，センニンソウのような風散布型もみられる。センニンソウーカラスウリ群落はキブシ，ク

サギ，ヤマグワなどの低木支持体の植被をうっ閉し，持続群落を形成する。したがって陽地生の

低木は生長力が低下し，森林丸丸への遷移は遅くなる。

　センニンソウーカラスウリ群落はハゼノキーカラスザンショウ群落の先駆相，ハコネウツギ一

代ォバヤシャブシ群集などに隣接する。とくに谷部の山道沿いに多く生育し，湿潤で渥暖な立地

を好む。調査地域でセンニンソウーカラスウリ群落の分布はヤブツバキクラス域の沿岸部に広く

みられる。
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Fig。！3　センニンソウーカラスウリ群落の秋季相（横須賀11了子’奏，海抜150m）。

　Der　Rerbstaspekt（ler　C～‘・〃κ，〃∫！ご・〃～耀θm．7｝・1‘・ノ，05‘〃～〃～‘・3‘w・，〃〃‘〃・o離々∫．Gcsellschaft

　（Koyasu，　Stadt　Yokosuka，1501n慧．　NN）．

1：カナムグラーヤブガラシ群落　H～〃〃～イ♂～1∫∫ζw～漉ノ～3－Cζ～♪・ノ’o’～αノ妙。〃～（・‘～．Gesellschaft

21アキメヒシバーオオバコ群落　ノ）～g～！α”～αて，∫oZα∫c6／z∫．πごz〃’αgoα5～αオ〆‘・α．Gesel！schaft

3：チカラシバ群落　R～ノ～〃～56∠～で〃～α♂o汐αw璽。～漉3－Gesellschaft

4：ヤブジラミーヨモギ群落　7｝）’‘～！～∫ノ妙。〃～（－α一Aノ層’8〃1～∫～αヵノ41ηα》）∫一Gesel｝schaft

5：セソニンソウーカラスウリイ洋落　α8〃～α’～∫’8〃～確切甲α」》闇～c1～o∫‘〃～’ゐ85‘zイ‘ノ～〃〃81層01漉5．Gesellschaft

6：・・コネウツギーオオバヤシャブシ群集Welgelo　coraeensis－Alnetum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sieboldianae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．14　農道沿いの群落配分模式

　　　　　　　　　　　　Verteilungschema（ler　Vegetatlon　eines　Wegquerschnittes．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3！

　センニンソウ八重ラスウリ群落はヤブガラシで区分されるヤブガラシ下位群落とヤマノイモ，

ヘクソカズラ，アカネ，フジ，ノブドウ，スイカズラで区分されるヤマノイモ下位群落に識別さ

れる。ヤブガラシ下．位群落はハコネウツギー轟轟バヤシャブシ群集の初期相に隣接するほかはヨ

モギクラスやシロザクラスなど草原植生にかこまれ，直接森林植生に接することはなく，Ei射条

件にめぐまれた立地を指標している。ヤマノイモ下位群落はハコネウツギーオオバヤシャブシ群

集など低木林に隣接し，さらに森林植生に接している典型的な林縁型を示している。

　　d．クサイチゴ群落（丁段b．14）

　　　　Rπbπε　んεr8πfπs－Gese茎lschaft

　林縁群落のひとつにクサイチゴの優翻する植分が，イロハモミジーケヤキ群集やハコネウツギ

ーオオバヤシャブシ群集に隣接してみられた。植生高は60cm，90％以上の植被率を有し，エビ

ヅル，スイカズラ，ヘクソカズラ，アカネなどつる植物が多く伴生する。これらの植分はクサイ

チゴ王種を区分種としてクサイチゴ群落にまとめられた。クサイチゴ群落は適潤で，當栄養な火

山灰基質の土壌上によく生育がみられる。また光条件に対する要求度は高くなく半陰地から陽地

まで広くみられ，森林植生に接した放棄畑地などにも，一時的によく生育する。

　　　Fig，15　林縁に生育するクサイチゴ群落（葉山町大山，海抜30m）。

Am　Waldran（11ebt⊂1量e　R～め～’∫1～～ノw々’5－Gesellschaft（Oyama，　Stadt　Hayama，30m　U．　NN），
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Feld・Nr．：

Da加m　d、　Aufn．＝

Gr6Be　d．　Probe鉱che（nユ2）：

Exposition　u・Neigung　（。）：

H6he　d。　VegetatlQn（cm）：

Deckung　d．　Vegetati◎n（％）：

Artenzahl：

Tab．14　クサイチゴ群落
Rど16♂’∫　1～カ・5～”～で∫一Gesellschaft

　　　　　　　調査番号

調1査年月日

調　査　1一．7．．．幽

方位：と傾斜

　　生　
薗D

　　被　　率
出　現　種　数

a

’81

5

2

3

L
60

90

5

Yu
18

’80

7

8

9

L
60

98

13

Trennart（L　Gesellscl窪aft：

　R〃う」がノがノ・5〃々が

Artend．Rosetea　multiflorae：
　1勉8盈ノゴ45ご8ノπ海〃5Vεぼ．ノ〃‘Zカぞ！

　v燃ガ。ヴb♂～αVar，　Zoわα’α

　五〇ノ～記8～πノ‘ψo〃1αz

　1）’05ωノぞαブ‘ψ0’～∫C‘Z

　P～♂θノーα1一～α～0ゐζ～’召

Sonstiger　Art；

　ノヒ1め～αα乃αノ～げ

群落区分戴

　クサイチゴ

ノイバラクラスの種

　ヘクソカズラ

　エビツル

　スイカズラ

　ヤマノイモ

　クズ

その他の種

　アカネ

5・5　4・4

1・1　1・1

十・2　　。

十・2　　・

　・　十・2

　・　　1・1

や。2　3・4

出．ｻ1圃の種　AuBerdem　le　e三nmal　ln　Aufn．　Yu！8：ゐαα～‘cα〃～‘Z！6αアキノノゲシ十，ノ191ψ），’‘oπゐα〃30ブ’

　カモジグサ1。2，Co〃’〃～8”〃αco〃’ノ〃～〃～！5ツユクサ十・2，君g～‘～58∫z〃1’α1’麗〃56スギナ　十・2，ノ1〃ψゐ比αノ噌一

　ρα8α孟’尋～∫ノ）8r〃～αヤブマメ！・1，”51‘”060∫y8’〃α1虚漉〃’αノチドメ1・1，5‘”‘z”～α〃～64’αコ・・コベ1・1，

　＆5甜。αραノ’・凝g如1ノ雌；・ボシガラ1。2．

瀞琶査…∫也　　Fundort：　Hayalna－cho　葉【．．．［．．．1【il∫，

調査者　Forscher：al　Nal轍mura，　Y．，　Yu　1．8：Nakamura．　Y．，　Suzukl，　S．，　Sakaniwa，0．

　　e．オオバヤシャブシ植林（Tab．15）

　　　　ノ1Zππs　sεθむ。‘dεαπα・Forsも

　葉山国際カントリー内のラフの勾配の急なのり面にオナバヤシャブシが植栽されている。槙生

高は5mに及ぶ．低木林で植栽樹のオオバヤシャブシが優遇するほか，二次的にハゼノキ，ヤマグ

ワ，ミズキ，クマノミズキなどの先駆性低木類が低い三度で生育している。草本層は人為的管理

の影響を受けて，草原生，林縁生，森林生，さらに帰化植物など多くの植物が混生している。草

原生の植物にはススキクラス，ヨモギクラスのススキ，ノコンギク，ヒヨドリバナ，ノハラアザ

ミ，ヨモギ，ツユクサ，トボシガラ，アシボソなどがみられ，回縁生にはノイバラクラスのミツ

バアケビ，ヘクソカズラ，スイカズラ，ツルウメモドキ，ノイバラなどが生育している。さらに

ヤブラン，シロダモなどの常緑植物や帰化植物のコセソダソグサ，オオイヌタデ，オニウシノケ

グサ，ケアリタソウ，アレチマツヨイなども混生している。

　オオバヤシャブシは，三浦半島沿海部に分布するハコネウツギーオオバヤシャブシ群集の構成
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　　　　　　　　　　　　講論懸盤錨

　　　　嚢惑繊麗麟灘

　鳳懸．
描欝欝暴．．

　　　霧　　　1譲．

．義

籔灘難繋…

澱
　鯖｛

　Fig．16　ゴルフ場ののり面に植栽されたオオバヤシャブシ

　　　　　（葉川il∫国際カン】・リー内，海抜140m）。

Angep月anzte湿1〃’∫5～酌oZ読α～～αauf　einem　Hang　neben　e三nem　Golfplatz

（Stadt　Hayama，140m菰．　NN）．

轟難磁慧艶麗麹

議、

議

Fig．17　ゴルフ場ののり面に櫨栽されたクロマツ（葉由町国際カントリー内，海抜130m）。

　　　Diese　Pノ〃～’3〃～’〃～ゐ81g’～一Straucher　sihd　angep坦anzt（Stadt　Hayama，130m廿．　NN）．
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Laufende　Nr，：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

Gr6βe　d．　Probe舩che（m2）：

H6he廿．　Meer（m）：

Exposition：

Ne量gung（。）：

H6he　d．　Strauchschicht　（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）l

H6he　d．　Krautschicht（m）l

Deckung（i．　Krautschicl、t（％）：

Artenzahl：

Tab．15　オオバヤシャブシ植林
　　Allノ～～4∫　3ガ8ど＞oZ6ケαノ～α一Forst

　　　　　　　　通し番号
　　　　　　　　調査番号

調査月∈IC80）

調査面積
海抜高度
方　　　　．位

傾　　　　斜
．低木層の高さ

低木履植被率

草本層の高さ
：牽：本1馨植被率

出現回数

j

　1　　2

Yu　Yu
46　　28

　8　　7

19　　12

100　　42

135　140

N　　W
5　　20

5　　4
80　　85

0．5　L2

95　　40

39　　29

AngepHanzter　BaUm：
　みZ2～Z‘ぶ5’βわoZ漉αηα

Sonstige　Arten；

　瀬5cαπオん～’∫5か～6π∫∫5

　ゐ力層∫oρ8μα砂ρん5，πα

　万r～解ノ』oπ5～4〃～認2司8〃5～5

　5α〃めπα’35∫θδoZ読αノ～α

　ルθ漉ノ・如5Cα1Z漉ノ～5　var．ノノZα’7－8ガ

βf漉η∫Pだ05α

盆5ガθプα981‘α置0紬5var．・襯．硲

Eψαオ碗μη犀励8η∫θvar．5∫2〃～Cびb♂加1’

Rん’4∫5πcα！ぬノ～8α

ルあ1鞠ε‘560〃め♪lo∫5

Aゐθ6如孟プ．ヴb♂忽如

漁ZZo認∫ノ碑》o／1fcμ5

Cbアπη昭露刀αcoノπ2ノμ‘πゴ∫

植栽樹種

　オオバヤシャブシ

その他の種

　ススキ

　ヤブラン

　オオアレチノギク

　ニワトコ

　ヘクソカズラ

　コセンダソグサ

　ノコンギク

　ヒヨド夢バナ

　ハゼノキ

ヤマグワ

ミツバアケビ

アカメガシワ

ツユクサ

S

K
K
K
K
K
K
K
K
S

K
S

K
K：

K
K

4・4　5・5

十・2

　十

十・2

　十

1・2

十

1・2

1・2

　■

十

　●

十。2

十・2

十

2・2

2。1

十

1・2

十

1。2

十

1・1

十

十

十

十

十

十

1・1

2・2

出現1回の種　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1：翫’oδ♂α5’z4∫凶ゴηoアズマネザサK一＋，　EZ読oZ’厩α

　c∫Jf認αナギナタコウジュK：一十・2，0〃5！〃σノz‘‘∫τ4π礁～α’脚♂～z‘∫ケチヂミザサK－2・3，エ）ガ05co1でαノ｛ψωz～lcα

　ヤマノイモK：一十・2，Pb4落。／Zz4〃丑刀04b52〃πオオイヌタデK一←・2，諏’5’～6如ρノ80‘z4〃め8／z5　var．18zκ〃励α

　キツネノマゴKl－1。2，ゐ。雇6βグαノψo雇‘αスイカズラK：一1・2，雌61η5’89～μ〃zτ～ノ麗耀z‘〃z　var．ρ04y∫如ご1～ツー

τ‘ノπアシボソ1（一十・2，（｝♂α5か’z‘∫or醒α4α‘Zf∫ツルウメモドキK一十・2，0θノ～o”～8プα醒θノzη∫5アレチマッ

　ヨイK一十，Rzめπ5ραrτゲb疏‘∫ナワシロイチゴK一十・2，0ρ1zf（ψ0907～ρ♂α1～∫56妙z4∫オオバジャノヒゲ

　K一十，」％3融。αραr腕gZ％η厩トボシガラK－2・2，　W初gθZαぐorα8θノ～51∫ハコネウツギK一十・2，　H∂～4頗‘ッ短α

cor面’αドクダミK吸・1，αθノ照齢ゆ施♂～αvar．魏8川α’αコボタソヅルK一十，　Ez40ノ～ッ〃！～∬∫勅。妬αノ～z‘5

マユミK一十。2，防加η～μη3読♂磁θ如ノηガマズミK一十，α漉～〃1π磁α々曜ノハラアザミK一十，」％’ピπ’認α

ノ〉’の，短α7～αミツバツチグリK一十・2，Ro∫α7〃π飯ガ01’αノイバラK一十。2，ム〉・5∫〃αc房α‘〕18オんり1融5オカト

　ラノオK一十，5如読ツπノ’μ5ρ7uθご。£キブシK一十，乙ゼ9鋸々¶z4ノπ1～ゴ3αz4c1漉オカイボタK一十，五野’〃～α納如

ゴ妙02～’6α£5κ65θ∬fJ∫5コナスビK一十，　in　2：Coノブzz45δ1’α‘1りψo磁クマノミズキ　S一十・2，1穂∫’87・～α
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　プ牙b冥加ηぬフジS一十，Cor7zど‘∫‘o／zか。ηθハαミズキS畦。1，α観55加8／z3∫∫var。ゴ＠o癖。αエノキKl一

　十・2，Rz‘〃z鶴67寛ρ螂ナガバギシギシK一十，ル惚〃爵如♪1伽αψ5ヨモギK一十・2，1磁∫薇。αα駕ノ～読ノ～αぐθα

　オニウシノケグサK－2・3，八セ。♂∫’58α∫6’層’c8αシロダモK：一十，　Rε‘〃猷じブ＠）o漉6μ∫ギシギシK一十・2，

　搬2ρα謡θ万∫漉刀だ。μ♂磁αヤクシソウK一十，50如腿規砂”α飯ノπヒヨドリジョウゴK一十，Lαc頗α∫η読εα

　アキノノゲシK一十，y∂～‘～～g如ノψoπガ‘7αオニタビラコK一十，α～8／z砂。読～‘〃α〃∂ro5ガ。～漉5ケアリタソウ

　K一十．

調査地Fund・rt；Hayama－cho葉iエ1町．

調査者　Forscher：Nakamura，　Y．，　Suzuki，　S．，　Sakaniwa，　O．，　Higuchl，　Y．

種で，植栽されても生長が良い。ゴルフ場内のラフには，オオバヤシャブシのほかにクロマツも

多く植栽されている（Fig．17）。樹高が4期臓に達しない低木が多く，植被はまばらである。

3．草本・草地植生　Krau重一und　Wiesenvegetaもio餓

　a．スズメノテッポウ～タガラシ群集（Tab．16）

　　　Alopecuro－Ra烈unculetum　sceierati　Miyawak隻etOkuda1972

流れのゆるやかな下水溝に短期ユ年生植物で構成されるタウコギクラスの植物群落がみられた。

Fe1（1．Nr．：

Datum　d．　Au色．：

Gr6Be　d．　Probe負ache（m2）；

鷺xposition　u．　NeigUn9：

H6he　d．　Vegetation　（Cl11）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab，16　スズメノテッポウータガラシ群集

Alopecuro－Ranuncu！etum　scelera亡i

　　　　　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　　　　　調査年月日
　　　　　　　　　　　　　言周　査　面　積

　　　　　　　　　　　　　方位及び．傾斜

　　　　　　　　　　　　　植　　　　．高

　　　　　　　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　　　　　　　蹴　現　種　数

Ken照rt　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　群集標徴種
　Rαノ鷹ノ～α‘々‘5麗8畠ノ’α御5　　　　　　　　　　　　　　タガラシ

Artend．Bidentetea　tripartid＝　　　　　　　　タウコギクラスの種

　／1♂9P8躍’－μ∫α69μα薦　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノテッポウ

　Cα～ガ々ノπ加8プ再説ω∫α　　　　　　　　　　　　　　　　タネツケバナ

　β‘～ごんη～α～切∫α∫）驚∫9召61切8　　　　　　　　　　　　　カズノコグサ

　Pb4y9’o耀〃π∫ん脚～6ω君廊　　　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ

　∫bらψ08’oπ∫を．催α£　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒエガエリ

　Rorψ♪α∫π漉ごα　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌガラシ

　捌漉ノ～∫ノ＞40π4∂∫α　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセンダングサ

　孟η詑θ〃凝舷5盈　　　　　　　　　　　　　　　 イボクサ

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　fbZツgoπ躍π1zツ訪4（ψ’ρα一　　　　　　　　　　　　　　ヤナギタデ

　B7摺0〃耀∫Cα訪αノ痂ぐ螂　　　　　　　　　　　　　　　イヌムギ

　％αα2ηz～忽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ

調査地　Fundort：Hayama－cho，　Kamiyamaguchl葉山ili∫上1⊥旧．

調査者　Forscher：Kakamura，　Y。，　Suzuki，　K．，　Suzuki，　S．，　Sakaniwa，　O．，　Kobayashl，　R．

　SA－7
14．Maジ80

　0，3×2

　　L
　　50

　　60

　　12

1。1

3。4

1。2

1・1

十。2

十・2

十

十

十

十

十
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植生調査時期は5月でタガラソ，スズメノテッポウ，カズノコグサ，ヒエガエリ，タネツケバナ，

イヌガラシはすでに開花している。この植分はタガラシを標徴種としてスズメノテッポウータガ

ラシ群集にまとめられた。スズメノテッポウータガラシ群集は流れのほとんどない停滞水域に発

達し，立地はきわめて富栄養化している。表暦水は0～5cmあり，不透明で母材はグライ化し

た泥土であることが多い。スズメノテッポウータガラシ群集は春季の湿田にも多くみられ，初夏

のイネの楠えつけのころ，姿を消してしまう。

　　b．カズノ．コゲサ群落（Tab．17）

　　　　βθCた7παπ泥εα8〃吻αCん’Zθ・Gesellscha£t

　春季のまだ耕作されない水田にカズノコグサ，スズメノテッポウの．優占する草本楠物群落がみ

られた。調査された水田は丘陵地余擁llにあり，前年の秋季に水が落とされていらい乾燥化が進み，

オランダミミナグサ，ハルノノゲシ，オオイヌノフグリ，ハハコグサなどシロザクラスの種群が

生育する乾田となっている。典型的な沖積低地の水園では，コオニタビラコ，セトガヤ，タネツ

ケバナなどタウコギクラスの種群の生育するノミノフスマーケキ・ツネノボタン群集が発達する。

Feld．Nr．；

至）atum　d．　Auflユ．；

Gr6Be（1．　ProbeHache（：n2）：

ExPosition　しし　NeigUI19：

Hδhe　d．　Vegetation（cm）；

Deckung　d．　Vegeta之lon（％）：

Artenzahl＝

　Tab．工7　カズノコグサ群落

βαノん〃’α〃～∫α5ヅ2～9α‘1z〃θ一Gesellschaft

　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　調査年月日
　　　　　　　　　調i査

　　　　　　　　　方紘及び傾斜

　　　　　　　　　植　　被　　率

　　　　　　　　　出　現　種　．数

Trennarten（L　Gesellschaft＝　　　　　　　　　　　群落区分種

　β8ご々ノ’απ〃～α5ッ之ガgα61Z〃6　　　　　　　　　　　　　カズノコグサ

　∫1あ♪6α〃一醐α89雄～伽　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノテッポウ

Sonstige　Arten：　　　　　　　　．　　　　　　　その他の種

　G〃砂ゐα／癬ノπφ肥　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハノ・コグサ

　V初η加6α！7ωw詫α　　　　　　　　　　　　　　　オオイヌノフグリ

　C6ノ僧α∫々μ1πgZo〃～8ノ’α々〃π　　　　　　　　　　　　　　オランダミミナグサ

　50ノ～ご1躍50！θ’4αご0π∫　　　　　　　　　　　　　　　　　ハルノノゲシ

　▽珍ro〃～‘ααノ型θ〃∫お　　　　　　　　　　　　　　　　　タチイヌノフグリ

　％αα2Z1躍α　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ

　腔ご如α〃9～魏がbZ～α　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤハズエンドウ

　Gα盈〃πψμ’‘々〃π　　　　　　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

　／詑81・お虚轟々∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナオジシバリ

　E万98’層。πごαノzαoセ〃∫～5　　　　　　　　　　　　　　　ヒメムカシヨモギ

　君zψ1307書醒αρθた加ω～5～∫　　　　　　　　．　　　　　　　　タカトウダイ

調査地　Fundort；Koyasu，　Stadt　Yokosuka横須賀市子安．

調査老Forscher：Nakamura，　Y．

　　6

2．Mai，81

　3×3
　　L

　60
　90
　13

4・4

3・4

十・2

1・2

十

十

十

2・3

1。2

十・2

1・l

　r

1。1
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調査された水田に出現するタウコギクラスの植物はカズノコグサとスズメノテッポウだけで，こ

の種を区分種としてカズノコグサ群落にまとめられた。カズノコグサ群落は砂質土壌上に生育が

みられ，隣接してシロザクラスの種群の生育する耕作畑地が広がっている。

　　c．キンエノコQ一アキノエノコロゲサ群落（Tab．18）

　　　　8e加融μαπCα・S8オαrεα1励εrε・Gesellschaft

　有機質の多い表層土がはぎとられ，造成された立地に，ムラサキエノコログサ，キンエノコロ，

アキノエノコログサ，オヒシバ，アキメヒシバ，メヒシバなど秋季1年生雑草の生育する群落が

みられた。この植分はキソエノコローアキノエノコログサ群落にまとめられた。キソユノコμ一

アキノエノコログサ群落は夏季まで裸地であった造成地に夏季の高温期を通じて発芽，生長した

雑草群落である。北半球に広く分布する帰化植物の多いのが特徴で，オオクサキビ，ケアリタソ

ウ，アメリカセンダングサ，オオイヌタデなどが出現する。キンエノコローアキノエノコログサ

群落は排水の悪い泥質な火山灰基質．i二に生育し，隣接して高議なノコンギクーススキ群落がみら

れる。

Fig。！8　夏季から秋季に生育する1年生のアキメヒシバ。

Einjahrige　Z）～9々‘z1”ζz㍗～oZζ～5‘で〃5，　die　im　Sommer　keim亀，
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Tab．18　キンエノコローアキノエノコログサ群落

　　　＆オα’‘∫α9♂α～‘ごα一＆如’‘～α勲加ノ≠Gesellscl｝aft

Feld．Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

Gr6βe（｛．　Pr・beHache（n・2）

Expos三tion　u．賛e三gun9：

H6he　d．　Vegetatlon（CI1つ：

Deckung（L　V⑱getation　（％）＝

Ar亡enzahl；

震周　査　二番　号一

謬篭工蓋有三月　旧

謬超　望託　　畠　程｛

プヲf立及び侮｛宗浮

　　　｛．［三　　賞

　　　被　　率

　　下種数
Trennarten　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　群落区分鍾

　＆～忽プ∫ατノ∫ノゴ読5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムラサキL』しノコログサ

　Eノ’α9ノ・o縦∫‘ゴ～～αη（ξ〃溶　　　　　　　　　　　　　　　スズメガヤ

　EZ6厩肥～磁αZ　　　　　　　　　　　　オーヒシバ
　D顧‘‘Zノ・～αα廊ビβノ磁ヨ〃∫　　　　　　　　　　　メヒシバ

　E‘1エガノzo【ゾ～10αθマ’5－9α〃’　　　　　　　　　　　　　イヌビコ＝

　勘α磁8Zα～κα　　　　　　　　　　　　　キンユノコμ
　D～9加ノ毎η∫o／α5催～5　　　　　　　　　　アキメヒシ．バ

　Z万9露αガα蘭”0ノでノ～∫お　　　　　　　　　　　　　　　　　コメヒシバ

　R測’α‘沸読c1～o如’〃ら敬刀マ〃π　　　　　　　　　　　　　　オオクサキビ

　＆頗ノ’fα．1勉ゐ6が　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノエノコログサ

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　・A〃めノ曜0∫～αα〃8ノπ～寵召⑳／fα　Var．6♂α’∠θ’・　　　　　　　　　　　　　　ブタクサ

　ノ174∫1zザακoπ痂曜）’譲‘5　　　　　　　　　　　　　　　　　コブナグサ

　B∫漉刀∫力記05α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コセンダソグサ

　％ら唇01耀1παη1α‘♂αノで　　　　　　　　　　　　　　　　　ミチヤナギ

　Clzθπ砂。読～〃πα〃z∂ro5～o∫漉∫　　　　　　　　　　　　ケアリタソウ

　0置α♂飽ご。ノブ亙α‘Z‘雄‘z　　　　　　　　　　　　　　　　カタバミ

　Ib1’紐面侃0♂8ノ’αωα　　　　　　　　　　　　　　　スベリヒユ

　R）Zツgo1～～切zノ～o面5π1π　　　　　　　　　　　　　　　オオイヌタデ

　Bノ’o〃μ∬cα訪αノ・舵z∬　　　　　　　　　　　　　　イヌムギ

　箔ガbZ～槻7一砂6ノ～∫　　　　　　　　　　　　シ・ツメクサ

　（わ〃Z〃認加αCO〃〃’Zκπお　　　　　　　　　　　　　ツユクサ

　E妙hoノ・醒α∫～ψ加α　　　　　　　　　　　　　　　　　コニシキソウ

　（〕」グ）θノーκ∫∫ノ・fα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コゴメガヤツリ

　姦頗姐η”0∫α　　　　　　　　　　　　　　　　クワクサ

　ゐ〔城町Z〃π加1窟厩α’ノπ　　　　　　　　　　　　　　　マメグンバイナズナ

　5廊Z♂α万ααZ5～πθvar．　z‘〃ご！z4‘漉z　　　　　　　　　　　　ノミノフスマ

　ゑ惣〃z説αノ妙。／z～cα　　　　　　　　　　　オトコヨモギ

　／ゼα漉α90♂αノ～C80面如　　　　　　　　　　　　　　ヘラオオバコ

　（漉卿ノーκ5α〃z～〃ゴα‘ノπ　　　　　　　　　　　　　　チャガヤツジ

　盈〃π〃z81－o寵α5ケ’認α　　　　　　　　　　　　　　ヤハズソウ

　α～研9ρo識‘〃zごεノ卿・o’マめノwπ　　　　　　　　　　アカザ

　搬6漉1ゴα∫α〃～（廊〃5var．〃恋プ厩　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

　EZ51～o♂薦～α（ゴ々α彦α　　　　　　　　　　　　　　　　　ナギナタコウジュ

　B∫漉ノ～∫ノ1噂0π面5α　　　　　　　　　　　　　　　　　アメ夢カセンダングサ

　CZ80η昭功ガπ05α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セイヨウフウチョウソウ

　＆）η漉z‘5α功8ノ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　オニノゲシ

　G詫‘乃．01μα1Zθ漉7・α‘6αVar．9’・ζ溜｛擁∫　　　　　　　　　カキドナシ

調査地　Fundort：Hayama－cho葉i⊥i町．

調査老　Forscher；Nakamura，　Y．，　Suzuki．，　S。，　Murakami，　Y．，　Sakanlwa，0．

lY・49
ilg．Aug．’80

i　5。8
i

卜　　　L
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　　　40

1　　　37

1・2

1・2
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十・2
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十・2

／・2

　十

十・2

十・2

十・2

十・2
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十・2
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十・2
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　　d．アキメヒシバーオオバコ群落（Tah・19）

　　　　1）ερ髭αrεα　oεo～αscθπs・PZαπ‘αgoα8εαfεcα一Gese茎lsc裁aft

　弾圧の多い路上にオオバコの優占する踏跡雑草群落がみられた。植生高は10cmで70～90％の

植被率を有し，他にスズメノカタビラ，カタバミ，アキメヒシバ，ニワホコリなどが生育してい

る。これらの書分はアキメヒシバ，スギナを識別種としてアキメヒシバーオオバコ群落にまとめ

られた。植分は農道に沿って；1｛1；状に生育している。アキメヒシバーオオバコ群落は組成的にカゼ

クサーオオバコ群集の退行相に位置づけられる。

　　e．カワラスゲーオオバコ群集（Tah　19）

　　　　Carici　i益cisae－Pla譲もaginetumasiaもicae（Miyawak韮1964）em。丁嚢xen1977

　耕作地を通る農道は丘陵の上部に行くにしたがい，溝が掘られたようにくぼ地となり，目当た

りが悪く，また降雨時に雨水の通過路になっている。立地は湿潤で乾燥することは少なく，輪立

ちをはさんで，カワラスゲ，オオバコの優占四分が生育している。この植分はカワラスゲを標徴

種としてカワラスゲ一脈オバコ群集にまとめられた。カワラスゲーオオバコ群集は山地帯まで広

く分布する群落である。

　　f．チカラシバ群落（Tab。20）

　　　　1）θππεse‘田παJqρθα‘roε伽s－Gese｝lschaft

　踏圧の少ない農道上にチカラシバの優卜する外分が生育している。植生高は60丁目で90％の横

斜率を有し，カゼクサ，ネズミノオ，キツネノマゴ，イヌタデなどが伴生している。かつては人

の往来も頻繁で，カゼクサーオオバコ群集が生育していたと判定されるが，最近は利用が少なく

なり，カゼクサーオオバコ群集からチカラシバ群落へ移行している。チカラシバ群落にはチカラ

シバ，ヒナタイノコズチ，コセソダングサなどのように．動物散布型の種子をつけるものが多く，

組成的にヨモギクラスにまとめられている。

　　g．カラスムギ群落（「rab．20）

　　　　ノ藍0θηα　ノ「αεπα一Gesel韮SCぬaft

　横須賀市子安の畑．放棄地にカラスムギの優占する阿分があり，カラスムギを識別種としてカラ

スムギ群落にまとめられた。カラスムギ群落は耕作の放棄された富栄養で適潤な立地に生育しヤ

ハズエンドウ，ヤブジラミ，ツユクサ，ウシハコベ，ヤエムグラなどヨーモギクラスの種群を伴な

っている。群落区分種のカラスムギは欧州，西アジア原産の越年生草本植馨勿で春季に開花結実す

る。今日では，臼本各地の耕作地などに広く帰化している。
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Tab．19

　　　　A：Carlci　incisae－Plantaglnetum　aslatlcae，Miyawakiem．Tx．1977

　　　　　　カワラスゲーナオバコ群集

　　　　B：Z）’g～’α7・如蜘oZα∫06〃5．」口αノ～‘ζ～goα∫’α∫～‘7α．Gesellschaft　アキメヒシパーオオパコ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

s・・1…　　　　　　　　群落記号　　11・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1コ

B
Laufende　Nr．；

Feld．Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

Gr68e（1．　Probenache（1n2）：

H6he　U　Meer（ln）：

Exposition　u．　N．e三gung　（。）：

｝｛6he（1．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）

Artenzahl＝

通

調

し

査

番

番

フy

にコ

写

誰琶　ゑi　月　　日　　（，80）

誹茜　査　　1而　　灘if

海　抜　高　度

＝方位二と　傾余；1

　　　　生　　「宵

植　　被　　率

出現種数

　1

Yu
105

11

　8

2，4

130

　L

10

95

11

　2

Yu
99

11

　8

　3

47

　L

1．0

90

15

　3

Yu
77

10

30

0．4

　L

10

70

12

Kennart　d，　Ass．：　　　　　　　　　　　　　　　　　群集標下種

　Cαノr6湿fπこなα　　　　　　　　　　　　　　　　　カワラスゲ　　　　　　　　　i函●蔵1　●　　●

Trenaarten　d．　Gesellscll。：　　　　　　　　　　　群落区分：種

　Z万9∫‘α7’∫αu∫o～α記6ノ～∫　　　　　　　　　　　　　　　アキメヒシバ　　　　　　　　　　・　　1・2　2。31

Eg、磁。“壇w“、，　　　　　　　スギナ　　　　　i．2．3判
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
Arten（L　h6heren腸nheiten：　　　　　　　　　　一L級単位の種　　　　　　　　　旨

　測α’z如goα∫∫αが。α　　　　　　　　　　　　　　　オオバコ　　　　　　　　　　3・3　5・5　4。4

　R～〃π6灘ノ妙。所α∬　　　　　　　　　　　　　　ギシギシ　　　　　　　　i　・　1。1　・

鰍、“ψ。＿6　　　　　　　ホソムギ　　　　…．1．、．
0・κ1・…照・1〃榊…”…　　　　　　　　ヘビイチゴ　　　　1　・牽・2　・

　κ2一ζ7gフ’0∫ガ5〃～μZ‘1Cαπ♂’5　　　　　　　　　　　　　　 ニワホコリ　　　　　　　　　　　 ●　　　●　　十

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　その．他の種　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　ハ）ααηπκα　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ　　　　　i十・2　1・2　十・2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　0灘α♂～∫cor〃∫α4∠α友z　　　　　　　　　　　　　　　カタバミ　　　　　　　　　1　十・2　十。2　1・2

　ゐ），∫∫〃zαご1～鷹ノ砂。〃’‘7αf．5～め∫6∬’！’∫　　　　　　　　コナスビ　　　　　　　　　　十。2　1・2　　・

賜即・翻・ゆ・’・・〃・　　　　イ・タデ　　　i…
　施ro刀∫6αρ81’∫～cα　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナオイヌノフグリ　　　　　　i　　・　　1・2　十〇2

出現1園の種　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr。1：Pbαカrα’8〃5おナガバグサ2。2，距rαゼτα‘～〃z　o伽∫πα！6

　セイヨウタンポポ十，Eプ～g61‘0π∫～〃1磁ノ’躍∫おオオアレチノギク十，50〃漉κ∫oZε’‘αご召Z‘∫ハルノノゲシ÷，

　in　21　Ro7ゴ”σ加読。αイヌガラシ÷，」艶‘α∫f∫83ノ妙。η∫‘z45フキ十，／b”1Lrαぼ。π1zfψ勲‘∫コブナグサ

　十・2，Yoπ〃g∫αノ砂01～記αオニタビラコ十，　in　3：EZαf5～～～8～π読‘瀧オヒシバ1・2，5㍑αノ’∫αg♂αz’cαキンエ

　ノコロ十，α厩”αα5ぬご’侃ツボクサ十・2，拓ゆα／z〃η’乃．z〃～ゐωg∫∫スズメノヒエ十，E万gθノ’oπαπ’π6鋸

　ヒメジョオン÷・2．

調査地　Fu記ort：Stadt　Yokosuka横須賀市．

調査i者　Forscher＝Nakamura，　Y．，　Sakaniwa，0。，　Higuchi，　Y．



41

　　　　Fig．！9初夏に開花する欧州原産のカラスムギ。

Zu　Sommeranfang　b1Uht憾㍗ωzαノ≧～’～‘α，　die　aus　EuroPa　naturalisiert　ist．

　　h．　ヤブジラミーiヨモギ群落（Tab．20）

　　　　Tor醗sノαpoπεoα一瞬r♂ε’πεsεαp吻。¢P8－Gese叢lsc薮aft

　ゴルフ場のシバ草地が放棄されて数年経た立地にヤブジラミやヨモギの優謝する多年生草本植

物群落が生育している。植生高は60～90cmで85％以」二の高い植被率を有し，ヤハズエンドウ，

ツユクサ，ヒナタイノコズチ，トボシガラ，ウシハコベなどが伴生している。平均出現種数は16

種を数える。これらの構分はヤハズエンドウ，ヤブジラミ，ヨモギ，ヘクソカズラ，カモジグサ，

アオカモジグサを識別種としてヤブジラミーヨモギ群落にまとめられた。ヤブジラミーヨモギ群

落はゴルフ場フェアウェイ上の地形的に湿潤セこなりやすいのり面に接した立地や凹状地，あるい

はグリーンに使用されていた肥沃な立地に偏って生育する。乾生立地でノコソギクーススキ群落

に接し，乾生化，貧養化にともないヤブジラミー課モギ群落からノコソギクーススキ群落へ遷移

する憾分もみられる。

　ヤブジラミーヨモギ群落の最盛期は初夏でヤブジラミ，ヤハズエンドウ，トボシガラ，ウシハ

コベなどが開花，結実する。ヤブジラミ，ヒナタイノコズチ，ヤエムグラ，コセンダングサなど

はとくに動物に付着して種子の運ばれる動物型散布を行なう。
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Fig．20　初夏をこ最盛期を迎えるヤブジラミーヨモギ群落（葉レLI町，海抜工04m）◎

1）er　Aspekt　der　7わ’ゾど∫ノ‘ψo〃～αz．ル・ご‘ノ〃～15～αヵ’カ～αノ1）5・Gesellschaft　zu　Sonlmeranfang

　（Stadt　Hayama，140m蕪．　NN）．

　　i．カラムシ群落（Tab．20）

　　　　Boθ1Lηεθrεαπεpoπoπεo召α一Gesellschaf£

　ハゼノキ一襲ラスザンショウ群落に接した離縁劃1にカラムシの優占するソデ群落がみられた。

植生高は100cmに達し，高い糠被率で生育するカラムシのほかにクサコアカソ，マツカゼソウ，

ウマノミツバを識別種としてカラムシ群落にまとめられた。カラムシ群落は適潤からやや乾燥し

た立地に生育し，半陰地から陽地まで広く分布する。スギ植林やモウソウチク林林縁部の落葉層

の腐食分解の進んだ富栄養立地に帯状に発達している。耕作地の畦などに二次的に生育するカラ

ムシ群落は出現種数が少なく，林縁部の持続性の高いカラムシ群落ほど出現種数がもっとも高く

なる。カラムシ群落は低地のヤブツバキクラス域に広く分布し，とくに人里に多くみられる。

　　j．イラクサ群落（Tab．20）

　　　　σrだ¢α　‘んππδ8rgεαπα鱒Geseユ達schaft

　小沢に面した林縁部や譲状地に植栽されたスギ林の林縁部などに刺毛のあるイラクサの優占す

るソデ群落が発達している。立地は樹冠によって庇陰された半陰地で，母材は小礫の葉山層群の

風化土であった。森林植生から栄養塩類と水分の供給を受け，常にやや湿潤な土壌状態にある。

植分は40～120cmに発達し，平均出現種数は20種を数える。ツユクサ，ヒナタイノコズチ，トボ
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Fig．2！半陰地の回縁に生育するイラクサ挿落（横須賀市秋谷，海抜20m）。

　Die　enc玉emischeσπム㌘α〃～～〃め8ノ冨～α〃α・Gesellschaξt　w孟蓬chst　ain　Waldrand

　　（Akiya，　Stadt　Yokosuka，20鵜苞．　NN）．

シガラ，ヨツバムグラ，ミツバなどヨモギクラスの多年生草本植物が多く，イラクサ，ヤブヘビ

イチゴ，ムラサキケマン，アオミズ，ミズヒキを険別種としてイラクサ群落にまとめられた。イ

ラクサ群落はカラムシ群落にくらべて，より湿潤で貧久養な立地に生育する。またカラムシ群落

のように人里に結びついてみられることも少なく，丘陵地に多く分布している。イラクサ祥落の

主な分布は関東地方以西のヤブツバキクラスのアカガシーシラカシ群団域である。

　　k・カナムグラーヤブガラシ群落（7ab．20）

　　　　丑π7ππ伽ssoα認θπ8－Cα〃rαオεαノαpoπεcα一Ges磁scha鴛

　葉山町上山口にみられた畑放棄地にはつる植物のカナムグラが他の草本穣物をうっ閉するよう

に優濁して生育している。そのため｝li二1理種数は8種と少なく，庇陰セこ強い種，あるいは同じ生活

形をもつつる植物がみられるにすぎない。この植分はカナムグラ，ヤブガラシを識別種としてカ

ナムグラーヤブガラシ祥落にまとめられた。カナムグラーヤブガラシ群落は耕作の放棄された後，

1年生草本群落のシロザクラスから遷移した冨栄嚢立地のヨモギクラスの植生である。つる植物

で植被をうっ閉してしまうため，他の植物が侵入できず，長期樹，持影も綾羅として生育する。カ

ナムグラーヤブガラシ群落は河辺にみられる臼然生のアキノノゲシーカナムグラ群穿に近い組成

を示す。今回は標徴種のアキノノゲシが出現せず，調査格1も1ケ燐しかないので群落としてあっ

かわれている。
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　　1．オオアレチノギクーオニウシノケグサ群落（Tab．21）

　　　　β吻8roπs研εαfreπ8ε8－Fe8加。ααr郡π4‘ηαcθα・Gesel藍scha鴛

　ゴルフ場内のラフで母材の露謝した急傾斜地にオニウシノケグサやシナダレスズメガヤが吹き

つけられている。播種されてから時闘がたつにつれて二次直白に雑草が侵入し，高茎のススキが優

占し始めると外来牧草は減少し消滅する。外来牧草の生育維持には，播種，施肥，除草という人

為的管理が常に必要となる。ゴルフ場の外来牧草吹きつけ地は二次的に生育するアキノノゲシ，

オオアレチノギク，コヌカグサ，コウゾリナを識別種としてオオアレチノギクーオニウシノケグ

サ群落にまとめられた。オオアレチノギクーオニウシノケグサ群落は逗子層や逗子泥岩の基岩の

直接露麗した立地に吹きつけられている。牧草の種子とともに吹きつけられた栄養塩類は降雨な

どによって流亡し，現在は藤縄な立地にも生育の可能な雑草が多くみられる。

　　m．　力タバミーシバ群落（Tab．22）

　　　0κα髭8eorπεcπ厩α・Zo〃8εαノαρoπεcα一Gese三三sc難aft

　現在利用されているゴルフ場のフェアウェイやラフには集約的な管理下でシバ，コウライシバ

が生育している。これらの植分はカタバミを識別種としてカタバミーシバ群落にまとめられた。

麟

、纒囎覇

麹

籔

出猟
　　離

Fig．22　ゴルフ場ののり面には欧州原産のオニウシノケグサやアカツメクサが

　　　　吹きつけられている（葉山町国際カントリー内，海抜140m）。

　　Europaische　Stauden　wie盈∫’どんα‘～〃θ～‘～～π召68‘’und伽ガb1～～〃〃ρノrαご6η5～5

　　　auf　einem　Hang　an　einem　GQlfplatz（Stadt薮ayalna，140m荘．　NN）．
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Tab．21　オオアレチノギクーオニウシノケグサ群落（牧草吹きつけ地）

　　　　　　　E2一ガ9θ2・oπ5μ〃zα魏η∫ガ5一恥勲6ααη4η伽α68α一Gesellschaft

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

DatUm　d。　Au．魚．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Exposition：

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）

Artenzahl：

通　し　番　号

調　査　番　号

調杳月日ぐ80）

調　査　藤　積

方　　　　三

図　　　　斜
植　　生　　高

植　　被　　導

出　現　種　数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　」乙α6彦z46αカκ方6α

　π万98ノー0π5露〃ノ～α〃’0ノ～∫ガ5

　A8γ05〃∫αあα

　1ヤCチ4おブ妙0πfcα

Stauden　durch　Spritzverfahren：

　麗∫∫zκααノー～〃z読πα‘8α

　励α91’磁5α〃wzα

Aτten　d。　Miscanthetea　sine鷺sis：

　ハ4／5cαη彦んπ5∫’η6ノ～∫∫5

Sonstige　Art：

　P㍑（妃～ヒ〃ゴα5‘α2～4冶1’5　var．ノ〃召〃’（冠

出現1回の種　AuBerdem　le　einma1

群落区分種

　アキノノゲシ

　オオアレチノギク

　コヌカグサ

　コウゾリナ

植栽種

　オニウシノケグサ

　シナダレスズメガヤ

ススキクラスの種

　ススキ

その他の種

　ヘクソカズラ

　1

Yu
24

　7

12

12

　S

40

60

100

16

　2

Yu．

　7

　7

　8

2。4

L

25

95

18

　3
Yu

　6

　7

　8

　10

NE
　70

　40

　60

　20

　十

十・2

十・2

　●

　十　　　十

1。2　　十

十・2　　・

　十　　牽・2

3●4　　4●4　　1●2

・　　　・　　2・2

十

3。3

1・1　3・4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　1。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Lfd．　Nr．1：Rllz4∫5z‘6‘66～召ノ～8αハゼノキ十，　Bf漉π5ρ∫10∫αコセ

　ンダソグサ1。2，1）’0560ノ層8αノ妙。／z∫‘αヤマノイモ十・2，Co〃〃〃6”ノ～αぐ。ノ～z〃耀π’∫ツユクサ十・2，凸‘8ノ’αノ’～α

　♂o加州クズ4・5，君〃κ5漉ノ∬切∂”αアカマツ1・1，β∫漉〃5ノ）躍。π伽5αアメリカセンダングサ1。2，盈ψα・

　孟。痒～‘〃3ご1L加8〃∫6　var。5’〃ψ々。施Z々〃πヒヨドリバナ1。1，αZ”55加6π∫’∫var．ノ妙。〃∫cαエノキ十，　A‘β1『

　ρα♂η～α躍〃♂イロハモミジ十，　in　2：π6∫oムZα∫’～‘501～fノ～oアズマネザサ1・玉，み2ψびα如ごツZ∫π凶マ‘αvar．

　た08癖9’∫チガヤ十・2，0灘α♂∫5co17’f‘～‘Zα確カタバミ十，08〃。’1～8ノ’αゐ’8〃η’5アレチマツヨイ十・2，ゐ㍑’4α

　‘妙’‘α‘αスズメノヤジ十・2，A3如層‘798”鷹。∫漉∫var．　oηα∫z‘∫ノコンギク十，ゐ。π’ご61’αノ妙。η掬αスイカ

　ズラ十，E1‘磐θ1¶ω～召ノ〃π‘z‘5ヒメジョオン1・1，　qyノ～04∂ηぬ6’」，10πギョウギシバ2・2，1人置b1々〃πノ砂θノ～5

　シロツメクサ十・2，50ηcllz‘∫o！8ノ’αご8～45ノゲシ十，πα那αgo　Zαノ～600♂α’αヘラオオバコ1。王，　ln　3：かfo∫一

　ωノ・θαω々01・oトコP十，1靴～8’81αCOノ層α6槻5ガ5ノ・コネウツギ十，1勲〃〃〃0ノ’0鵠α∫彦ノ’ゴα’αヤハズソウ十，

　κがg6ノ’oノぼαηα漉〃5～∫ヒメムカシヨモギ十，　V耐αα’z8’κ∫雄bZ～αヤ・・ズエンドウ十。2，　Zの∫忽’召ηπヴbJ如

　コウライシバ1・1，50々ぬgoαZ‘’∬”ノ～αセイタカアワダチソウ十・2，加8ノゴ5謡oZoπヴ診ノu　ジシバリ　十・2，

　五τoノ岬f3漉1z如‘αニガナ十，％ケ’π’‘zτ”o∫πオトコエシ十，M～61’o∫紀g御職u〃ノ多加6z‘〃‘var．ρoむ銘αぐ1L）w〃～．

　アシボソ十，茄9α～’αα∫Zαノ～〃zo～漉∫カラスザンショウ十，魚ノ’α沈81’～5漉η”α4α’αヤクシソウ3・3。

調査地Fundort；Hayama－cho葉山町．

調査巻　Forscher：Lfd．　Nr．1；Nakamura．　Y．，　Murakami，　Y．，　Suzuki，　S．，　Sakaniwa，0．

　　　　　2，3：Nakamura，　Y．，　Suzuki，　S．，　Sakaniwa，　O．
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晒ミ毎凄望弓勢毒

窮姦琵

　Fig．23　集約的な管理の施されたグリーン上の神恵バミーシバ群落

　　　　　　（葉山町1劃際カントリー内，海抜130m）o

Gut　gep登egter　Golfplatz　mit　O灘α〃∫ビ01フ～～‘〕～4α8α一Zo5，∫～αノα♪o〃～ぐ‘‘・Gesellschaft

（Stadt　Hayama，130m　U．　N1縫）．

カタバミーシバ群落は徹眠的な雑草取りが行なわれるため，平均出現種数は7種ときわめて少な

い。集約的な管理下でも生育の可能な雑草は背丈の低いロゼット状のタンポポ，ヒメムカシヨモ

ギ，オオアレチノギグ，勧劔状のノチドメ，コニシキソウ，シロツメクサ，コナスビなどが多い。

カタバミーシバ群落にはメヒシバで識別されるメヒシバ下位群落が区分されている。メヒシバ下

位群落は夏季に発芽，生長したメヒシバが離離の少ない立地に侵入した植分が含まれ，他にキン

ェノコロ，コゴメガヤッリ，イヌビユなどもみられる。

n．ヤハズソウーシバ群落（Tab．22）

　　Kω’川πθroひεαsオrεαfα一Zo〃8εαゴαpoπεcα・Gesellschaft

　ゴルフに利用されていたシバ草地；カタバミーシバ群落が放棄されると，それまで芝刈によっ

て，ロゼッi・状の幼苗期だけに生育をしいられていたヒメムカシヨモギやオオアレチノギクが伸

長を始める。またヤハズソウ，ネジバナ，ハハコグサ，メドハギなど多くの陽地生草本植物が侵

入し遷移が進行する。カタバミーシバ群落の次のステージに出現する植物群落はヤハズソウ，ネ

ジバナ，スズメノヤリ，ナギナタガヤ，ヒメムカシヨモギ，ハハコグサ，コセンダングサ，メド

ハギを識別種としてヤハズソウーシバ群落にまとめられた。ヤハズソウーシバ群落はカタバミー
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Fig．24　ヵタバミーシバ群落は放棄されるとやハズソウーシバ群落に遷移する

　　　　　（葉lU町国際カントリー内，海抜130m）。
Verwahrloster　G・玉II）1atz．　DieαrαZ～3ビ01フ’～α’Z‘～’‘z・Z・），∫’‘～ノ‘ψoノ～～α’一Gesellscl・aft　wird

sehr　schnell　v・n　der　f（～〃〃〃’〃脚～‘～5ρゴ‘r！‘～・Z・5・5～‘り妙ω～～ぐα一Gesdlschaft　abge16st

　（Sta（lt　Hayama，1301n髄．　NN），

シバ群落に比較して平均した植生高が17cm高くなり，植被率は逆に20％低くなっている。また，

平均出現種数は9種多くなっている。遷移が進んで植：被率の低下のみられたのは雑草との競争で

シバ，コウライシバの生育が衰へ，個体数が減少したためである。ヤハズソウーシバ群落の構成

種群は風散布や重力散布により種子の拡散を行なう。

　ヤハズソウーシバ群落はニワゼキシ滋ウ，ツメクサ，アオカモジグサにより識別されるニワゼ

キショウ下僚群落とチガヤ，ヌカボにより識別されるチガヤ下位群落に下位区分されている。ニ

ワゼキショウ下位群落は泥質で水はけの悪い嚢状地に多い。チガヤ下位群落は，水はけの良い砂

質土縫上に多く，地形は平坦であるか，やや凸状になって乾燥しやすい。ゴルフ場跡地では面積

的にチガヤ下位群落が広がっている。ヤハズソウーシバ群落は時間とともにより高茎のノコソギ

クーススキ群落やヤブジラミーーヨモギ群落などに二次的に進行遷移していく。

　o．チガヤーススキ群落（Tab．23）

　　　加Pεrα加。〃伽drεcαvar．たoe痂9εε覗ε8cαπ〃επs　8fπθπsεs－Gese｝茎sc蓋af毛

放置されたゴルフ場のバンカー跡地には高茎な多年生イネ科草本のチガヤとススキが侵入し生
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　Fig．25　ヤハズソウーシバ群落は高茎のノコソギクーススキ群落に遷移する

　　　　　　（葉山町国際カントリー内，海抜140m）。
Auf（lie　K～〃ノ～〃～8／roz，～α∫〃盟孟α，Zoy3～‘～ノ妙。〃～（〕α一Gesellscl、aft　folgt（lie　hochgrasreiche，4∫’‘η・

πg・θ厩。～46∫var．　o㍗‘～’～ご∫．ルf～5ビα〃彦1～，バ∫～，～6〃5～∫．Gesellscha｛t（Stadt　Hayama．140m　U．　NN）．

回している。これらの植分はチガヤを識鋼種としてチガヤーススキ群落にまとめられた。チガヤ

ーススキ群落はバンカー用に持ちこまれた砂土上に生育がみられた。：立地は水はけが良いが乾燥

しやすい。海岸砂丘に多く生育しているチガヤが区分種となったのは海岸砂地に似た立地が人工

的に形成されたためであろう。

　　P．ノコンギクーススキ群落（Tab・23）

　　　　減sfεrασεrα加εdes　var．　ooα伽一！匠ε8cαπ‘んπ8　sεπε’ε8ε8－Gese蚕｝schaft

　放置されたゴルフ場跡地で，もっとも広い面積で生育しているのがノコンギクーススキ群落で

ある。植生高は1～2．5mあり，90％以上の・随被率を占めている。優占種ぱススキでノコンギク，

クズ，ヘクソカズラを群落区分種としている。ノコンギクーススキ群落はヤハズソゥーシバ群落

やヤブジラミーヨモギ群落など短茎の植物群落から遷移している。これら先駆群落内に発芽した

ススキは年を越すごとに班紋状の株立ちが多くなる。逆にススキの株の闘で先駆群落は徐々に衰

退し，数年後にはススキが高い植被で密生するようになる。平均出現脚数はヤハズソウーシバ：群

落やヤブジラミーヨモギ群落にくらべて3種少ない13種で，組成的にはヘクソカズラ，クズ，ヤ

マノイモ，トコロ，スイカズラ，エビヅルなどのつる植物が増加している。かつて100％近い植
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　　Fig．26放棄されたゴルフ場セこはモザイク状にノコソギクーススキ群落と

　　　　　　ハコネウッギー一一バヤシャブシ群集が生育している。

Mosaikarti暮e　Geselischaftskomplexe　aus　der〆1溜ノ・α98rα’o’‘あ5　var．　o瓢’～‘∫・M／5cαηぬイ∫

5；脚∫～3－Gese玉1scha貨unddemWeigelo　coraeensls－Alnetumsleboldia照e
auf　elnem　veτwahrlosten　Golfplatz（Stadt　Hayama，140m蔭．　NN）．

被率で生育していたシバ類はノコンギクーススキ群落の遷移段階で全く消滅している。ノコンギ

クーススキ群落は二次的進行遷移の動態的条件下に成立した群落で持続性が低く，短期間のうち

にハコネウツギ一議オバヤシャブシ群集や他の低木群落に遷移していく。したがってノコンギク

ーススキ群落の生育するススキクラスの段階でススキクラスの種群が復元するには期間が十分で

なく，ススキのほかネコハギ，ノアザミがわずかにみられただけである。ノコンギクーススキ群

落の構成種群の種子の散布様式は風散布と璽力散布のほか鳥による動物散布が増加している。

　　q．ハコネウツギーススキ群落（Tab．23）

　　　　羅θε9θZα　corαeθπ8εε鞘1陞1εscαπ〃£zεs　8επεπsε8－Gese貰lscha銑

　放棄されたゴルフ場内のシバ草地で団塊状あるいは帯状にススキが優占し，ハコネウツギを伴

なう群落がみられる。これらの国分はハコネウツギを区分種としてハコネウツギーススキ群落に

まとめられた。ハコネウツギーススキ群落は平均出現種数が9種でノコγギターススキ群落より

4種少なく，回状にススキの生育する初期相が多い。ハコネウツギーススキ群落はハコネウツギ

ーオオバヤシャブシ群集やクサイチゴータラノキ群集などの夏緑林に隣接した適潤な立地に生育

する。植分の多くはやブジラミーヨモギ群落から遷移し，さらにハコネウツギーオオバヤシャブ
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シ群集に移行する途中相として短期間出現するに過ぎない。群落内に生育するハコネウツギは隣

接する低木群落から重力散布により発芽したものが多い。
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V　考察一ゴルフ場敷地内の植生遷移

　葉山国象カントリーのゴルフ場は現在，敷地の約半分が放置された状態にあり，高湿のススキ，

ヨモギ，チガヤなどの多年生草本植物が繁茂する二次遷移が進行している。出現する植物群落は

立地の違いにより変化する。また群落の生育期間も異なっている。ゴルフ場として集約的な管理

を受けて，生育しているカタバミーシバ群落からの進行遷移を永久方形区をもうけて調査する期

間がないため，放棄後の各植生単位の種組成による類縁関係を求め，いくつかの遷移系列が判定

された（Fig．27）。次に二次遷移の出発点から概念的な時間のへだたりにより各植物群落を配列

し，気候的な極盛彬となるイノデータブノキ群集までの群落の形態的変化が考察された。

1．平均植生高

　カタバミーシバ群落からイノデータブノキ群集まで各群落の平均の植生高が棒グラフにして示

された（Fig，28）。植生の遷移が進行するにつれて植生高は高くなるが，とくに低木群落と森林

群落の間での較差が大きくなっている。草本群落間では群落遷移に要する乱闘が短かいため，群

落高が極端に変わることはない。しかし森林群落では遷移に要する時間がきわめて長くなるため，

各群落の最適相間の較差が広がる。集約的な管理を受けるカタバミーシバ群落の平均植生高は6

cmで，気候的極盛相となるイノデータブノキ群集では！8mの値を示している。

2．　帰　　化　　率

　各群落の平均の帰化率が棒グラフに示されている（Fig．29）。帰化率はカタバミーシバ群落，

ヤハズソウーシバ群落へと増加し，ヤブジラミーヨモギ群落で最大値の37％を湿している。集約

的な管理によりまびかれていた帰化植物が放棄後侵入生育するようになったためである。ヤブジ

ラミーヨモギ群落に｝：1揚↓する主な帰化植物は，アキノノゲシ，ハルノノゲシ，ナニウシノヶグサ，

コハコベ，オナアレチノギク，イヌムギなどで足各傍や耕作地の適潤な立地に出現する植物が多い。

ヤブジラミーヨモギ群落は他のヨモギクラスのイラクサ群落，カラムシ群落などに較べても帰化

植物が多く，逆に上級単位1の種が少なくなる傾向がみられる。

　ヤブジラミーヨモギ群落からさらに高茎の植物群落に遷移するにしたがって帰化率は減少し，

ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集では3％になる。ハゼノキーカラスザンショウ群落，イノ

データブノキ群集の高木林内に帰化植物は出現していない。帰化植物は雑草と呼ばれる汎世界的

な分布をするものが多く，人為的な破壊で門生自然度の低くなった立地に侵入して生育する。植

生鶴然度が高くなるにつれて帰化率が減少するのは，その：立地に適応して分化してきた在来種の

ほうが明らかに強い競争力をもつためであろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　カタバミーシバ群落

Oκ臨sco禰。ぬ孟α一Zo〃5’α加・π磁一Gesellschaft

無　植　生
iバンカー）

mac．kter　Boden

　　　　　　　　　　　　　　　　ヤハズソウーシバ群落

ﾈ1‘ηL7πeγoむピαs加ピα置α一ZoysJα　ノαpo寵。α一Gesellscha｛乏

ヤブジラミーヨモギ
@　　　群．落　．Tbγ肋ノαP92L～cα一Aγ‘e7πおゴα　P頁πcepS一く｝esenschaft

　　チガヤーススキ
@　　　　：群　　落

TπPρ7・α’αCシ～～π（ん“∫Cα

魔≠秩B1‘oe7昭”一
旧ﾜ5Cαπ〃L～’S　3∫πeη5∫S－Gesellschaf毛

ハコネウツギー．ヌ、．スキ

@　　群　　落

､！eど9e♂α　CO7璽αeCπ5∫S一

汲Pど5cαπ〃L鴛5　3’ηeπ5ピ5－GeseIlschaft

ノコン．キ1クース．ヌ、キ

@　　　群　　落

m4S’e，・　α9（η・α’0∫de5

魔≠撃〟D　0．びα’．．．～ぜ己3　

n4’5Cα71〃賀‘S　5どπCπ3～S

|GeseIlschaft

　　　　　　　　ハコネウツキー闇闇バヤシャブシ群集

veigelo　coraeensis－Alnet賛m　sieboldianae

　　　　　　　　　　　　　　層
@　　　　　　　ハゼノキーカラスザンショウ群落

q加55～4ccθ♂αノ3εα一乃脚α副αノ～’ゐ・’4θ5－Gesellschaft

　　　　　　　　　イノデータブノキ群集

oolysticho－Perseetum　thunbergii

’湿潤

feuc㍑

　　　　適　溝

m…玉1319£e妓cht

F三9．27概念的なご二次遷移系列。

Die　sekundaren　Sukzessi◎nsser玉en．
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植生高（m｝
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　　　　　　0・Z．K・Z．　T・A．1・淵，　W・M，　A・M．　W・A，　R・F．　P・1．．），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群落記．り・Gesellscha卜Nr．

　　　　　　　　　Fig。28　各群落の平均植生高。
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　　　　Fig．29　各群落の帰化率。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　群落記．号　Gesellschaft，Nr．

カタバミーシバ群i落　0灘αZ1∫ご01¶〃～ご’4α’α一Zo5，3～αノ‘4）oノ～’cα，Gesellschaft

ヤハズソウーシバ：群落　　Kμ〃〃〃ピノ’07～α5〃層～α‘α一Zo）・5’αノ‘ψo〃記α一Gesellschaft

ヤブジラミーヨモギ群落　7bノー’々∫ノ妙ωz～‘α一．4’闇∫6〃’説αρ々ノzαψ5－Gesellschaft

チガヤーススキ群落1〃4）6’層α‘α‘＝y”’z【か∫cαvar．ん。例fg∫’一M’∫cα〃‘1躍∫5∫〃召ノz5∫5－Gesellshaft

ハコネウツギース．スキ群落　艶194αωノ’α86〃ぶ’5－M～5α〃1〃z～4∫∫∫〃8〃5∫∫一GeseUschaft

ノコソギクーススキ群落　盆5’‘”¶α96’弓‘～♂o～漉5va「．　oτ，α’～45曽M’5cα纏加4∫51π召”∫～∫一Gesellscl、aft

ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集Weigelo　coraeensis－Ahetum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sieboidianae

ハゼノキ～カラスザンショウ群落　R1～z’5∫z‘c68滅〃～8α・瓦zgω巳αα～♂ω～〃～01‘記∫一Gesellschaft

イノデー．タブノキ群集　　Polysticho・Perseetum　thunbergli
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3．　生 活

　Raunkiaer（1934）

（F圭g．30）Q

0・Z。

K・Z．

T・A．

至・阿，

W・M．

A・M．

W・A．

R・F．

P・P．

形

の植物の生活形により各群落の生活形の比率を百分率をもちいて示された
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Fig．30　生　　活　　形。

　　Lcbensformen．

Th：1年のある時期に植物体が枯死し，種子だけで過ごす（1年生植物）。

　G：休眠芽が地中にある（地中植物）。

　H：休眠芽が地表のすぐ下にある（半地中植物）。

Ch：休眠芽が地上20cm以下にある（地表植物）。

Ph：休眠芽が地上20cm以上にある（地上殖物）。

　1年生，越年生植物（Th）と地上植物（Ph）

る。1年，越年生植物の多くは陽地生憾物で，

圃Ph

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は進行遷移にしたがって明らかな気ナ応がみられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また種子の生産量，拡散能力に優れるため，遷移

の初期の開放空間にいち早く侵入定着することができる。遷移が進行して植生高が高くなるにつ

れて（Fig．28），短茎な陽地生1年生および越年生（2年生）植物の生育は不利になり，上方に

伸長できる地上植物が温和な気候条件下で増加する。地上髄物は始め先駆性植物と呼ぼれるクサ

ギ，ハコネウツギ，ニワトコ，ヌルデなどの夏緑低木類からアカメガシワ，カラスザンショウ，

ハゼノキ，ミズキなどの夏緑高木類へ変わり，さらにタブノキ，シロダモ，ヤブニッケイ，ヤブ

ツバキなどの常緑高木類へ変化している。また群落の各階層における夏緑植物と常緑植物の割含

をみても，たとえぽハゼノキーカラスザンショウ群落ではTab．7に示されているとおり，高木

層から草本層にむかって常緑植物の割合が高くなっている。このことは森林が形成されるにつれ

て，林内に生じる種は陰性な常緑植物が有利になるためである。

　地中植物（G）は適潤でぼう軟な土壌を指標するイノデータブノキ群集の潜在自然髄生域で比

率が高い。次いでハゼノキーカラスザンショウ群落で21％，ハコネウツギーオオバヤシャブシ群

集で18％の値を示している。全：体的に進行遷移に順じて増加する傾向がみられ，森林の形成とと
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もに土壌の発達が進むためとも考えられる。

　半地中植物（H）は遷移の進行とともに減少しているが，地表植物が優罰している草原三生か

ら地上植物が優占している森林植生への遷移過程により理解することができる。

地表植物（Ch）の割合にとくに大きな傾陶はみられない。カタバミーシバ群落の比率が高くな

っているが，カタバミ，シロツメクサの常在度が高いためである。

4。　生 育 形

　掘川・宮脇（！954）および沼田（1947）による生育形の分類から各群落の組成を百分率をもち

いて示した（Fig．31）。

0・Z

K・Z

T・A，

1・M．

w・M．

A・氏L

w・A．

R・F、

P・P。

目・ 國b □t　　　圏1
】ぎig．31　　乙i三　　育　　ヲ1多。

　　Wuchsformen．

田・

e：直立状（地上部の主軸がはっきりした直立形である）。

b：分枝状（茎の下部で分枝が多く，主軸がはっきりしていない）。

も：そう嚢状（株をつくり茎をそう生する）。

1：つる状（他物にまきついたり付着しながら生長していく）。

C：勧衡状（地際からでた茎や枝が地表をはって上方に伸長しない）。

皿n・

　r：ロゼット状（短い茎から葉が水平に出て水平で扁平なバラ花状になる）。

　進行遷移に順じて比率の増加のみられるのは直立状（e）で森林を構成する木本植物の多くが

含まれている。逆に減少する傾向のあるのは葡劔型で，人為的な影響が強まり，踏圧や草刈りに

回し，優れた形態的特性をもつために生育を持続させることができる。しかし人為的な彫響が弱

まり植生自然度が高くなると伸長による植物闘の競争が強まり，綱葡状植物の生育は不利になり

減少する。ロゼット状も踏圧や草刈りに対し抵抗力があり，集約的な管理下のカタバミーシバ群

落から放棄直後のヤハズソウーシバ群落にかけて高い増加がみられ，ネジバナ，スズメノヤリ，

ユワゼキショウなどが侵入している。アレチマツヨイ，オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギな

どは一時的なロゼット状臆物で冬季にロゼット葉で越年するが（Fig．32），踏圧の多いところで
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万蜀藁鰹

．二二濫

Flg．32　冬季をロゼットで過ごす越年生のアレチマツヨイとオオアレチノギク。

W益hren（l　des　Wlnters　lebe110げ〃・〃～61u伽ノ〃z～5　und茄瑠ノ’・〃5’〃〃α蜘’～5’5ε11s　R・setten．

は春になっても伸長せず，踏圧下に適応したまま生育する個体もみられる。

　つる状植物はある程度の高さに生畏した支持体となる植物がないと生育が困難で，平均植生高

22cm以下のヤハズソウーシバ群落やカタバミーシバ群落にはわずかにしか出現していない。分

枝状とそう生状植物には進行遷移に伴なう比率の変化がみられない。しかし種としてはそう翼状

では草原から低木林にかけてイネ科，カヤツリグサ科の夏緑草本植物が多いのに対し，森林では，

ヤブラン，オオバジャノヒゲ，リョウメンシダ，クマワラビなど常緑のユリ科，シダ類草本植物

が中心になっている。

5．　種子散布型

沼田（！947）による種子散布型の分類から各群落の組成を白『分率をもちいて示された（Fig．33）。

D、：果実や種子が微細で軽かったり，冠毛，羽状毛，翼などを持っていて風や水によって運ぽ

　　れる（風，水散布）。

D2；果実が動物に食べられて，種子が排出されたり，針，鉤，粘液などで動物や人に付着し運

　　ぼれる（動物散布）◎

D3：果皮の裂開力によって自動的にはじかれる（機械散布）。

D4：果実の重量で落下する（重力散布）。
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　D5．種子を生じないで栄養繁殖を行なう。

　種子の散布型を進行遷移に順じて，相関的な傾向がみられるのは動物散布型と挿力散布乏1【1てあ

る。動物散布型はハコネウツキーススキ群落で比率か一度低下するか，全休に増加している。ヤ

ブシラミーヨモギ群落などの草：本群落ではやフシラミ，ヒナタイノコスチ，キンミズヒキ，ヤエ

ムグラなど付着性の動物散布ノIllが多い。遷移の進んだハゼノキーカラスサンゾヨウ群落てはカラ

スザンショウ，アカメカゾワ，ハゼノキ，カマスミ，ニワトコ，ミスキなど夏．緑生木木植物カミ多

い。気候的極盛相のイノテータフノキ群集ではタフノキ，ノロタモ，ヤフニノケイ，ビナンカズ

ラ，オオバクミなど液果をもつ常緑木木植物によって渦丁づけられる。動物散布型に対して減少

しているのは重力散冶J型で草木群落ではイ不科植物が多く，他にアレチマツヨイ，ヤハズソウ，

メドハギなどかある。低木群落ではオオハヤンセフゾ，ハコネウツギが重力散弗を行ない，森林

群落になるとスタジイ，ヤフツハキ・，ナキリスケ，ヒメカンスゲなど種類数も少なくなる。

　風散布型には遷移にヌ」応した傾向は認められないか草木群落てはススキ，チカヤ，ノアゲミ，

アキノノゲシ，ヒメムカンヨモキ・，オオアレチノギク，ハルジオン，エカナ，ハハコグサ，セイ

ヨウタンポポなど冠毛で散布する植物が多い。しかし森林群落になるとこのような散布器管をも

つ払物は少なく，り。ウメソンタ，ヘニシタ，ヤマイタチゾタ，クマワラヒ，アスカイノテ，ヤ

ブソテツなど胞子で散華する植物がほとんどてある。とくにイノテータフノキ・群集は湿潤な立地

に生育するためンタ毒物が豊富に嵩現する。

　機械散布型と栄養繁殖型の植物は少なく，遷移系列上も傾向はみとめられない。機械散布型の

植物にはカタバミ，タチツボスミレ，ゲンノショウコ，ムラサキケマンなどがあり，栄養繁殖型

にはアスマ不サナがあけられる。
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W　現存植生図

　現在，生育している艶物群落は，そこに生活し，植生やその立地に影響を与へている人間との

かかわりあいを通じて，二次的に生育する代償植生がほとんどである。とくに三浦半島のように

古くから人賜が定住していた地方では，今Bでは，自然植生はきわめて少い。社寺林などにいわ

ゆる「鎮守の森」として残されているにすぎない。現存する植生の広がりを空聞的にとらえるこ

とは，隣接する髄物群落の相互関董系，地形，土壌あるいは海抜高度に対応した植物群落のすみわ

け，さらには産業活動の諸影響などを具体的に知るてがかりともなる。現存植生の群落単位決定，

また現存植生図作製指針をもとに現存植生図化のための現地調査が行われた。野外で描かれた植

生原図をもとにさらに航空写真により，補正しながら作製された現存植生の平語的な配分図が現

存植生図である。現存植生図は科学的な研究目的と，同時に応用面でも，自然の利用，計画に際

して貴重な植物群落の保護，調和のとれた崇観域の保護と修復，有効な土地利用計画などの地域

計画，景観保全計画の実際的な基礎資料として重要である。本調査地域の現存植生図は森林群落

が9群落，低木群落が3群落，草原群落が9群落，その他に裸地とあわせて22の凡例で調査・図

イヒカミそ『fわオ／した。

　　a．イノデータブノキ群集

　　　　Po蓬yst量cho・Perseeもum　th疑nbergii

　常緑広葉樹からなるイノデータブノキ群集は潜在自然植生として調査対象地域の大部分を指標

するが，現存する痛分はきわめて少ない。関根川の上流部に農家の屋敷林として点在するほか，

ゴルフ場中央部の旧別荘跡地討近にも小面積でみられる。また，ゴルフ場東側のヤナ国領を奥に

はいった小さな祠に御神木として大きなタブノキが残されされる。典型的なイノデータブノキ群

集は県道野比葉山線沿いの新善光寺に面積は広くないが残されている。

　　b．ヤブコゥジースダジィ群集，マテバシイ植林

　　　　Ardis韮。・Casta蕪ops量etum　sieboldii，　Pα8απεαe伽Zεs・Forst

　ヤブコウジースダジイ群集はスダジイが優賑しアカガシなどを混える常緑広葉樹林で尾根筋な

どの乾生立地によく萌芽林が発達している。調査対象地域は適切な立地が多く，潜在的にもやブ

コウジースダジイ群集の分布域は限られている。植生図化されている現存植生の多くはマテバシ

イ植林で尾根筋によく萌芽林を形成している。大楠山テレビ塔周辺あるいは関根川上流部や間門

に農家の屋敷林として植分がみられる。
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　　c．イロハモミジーケヤキ群集

　　　　Aceri・Zo蓋kovetum

　空中湿度が高く土壌の堆積の少ない渓谷に臨んだ立地に生育するイロハモミジーケヤキ群集は，

関根川，前田川上二部に小面積で｝粥二状に生育している。乾生立地でヤブコウジースダジイ群集に

隣接し，土壌の堆積のみられる安定した立地でイノデータブノキ群集あるいは代償植生のハゼノ

キーカラスザンショウ群落やミゾシダーミズキ群落に移行している。

　　d．オニシバリーコナラ群集

　　　　Dapho　pseudo勲ezerei・Querce重um　serratae

　オニシバリーコナラ群集はよくやブコウジースダジイ群集の代償髄生として尾根部などの乾生

立地に生育する夏緑広葉樹林である。その分布はとくに日のあたる南向き斜面に多い。調査地域

では大楠山南西斜面に広がるハゼノキーカラスザンショウ群落の分布域のなかに島状にみられ，

尾根部を指標している。他には閲門やゴルフ直言端部にわずかながら生育している。

　　e．温感ノキーカラスザンショウ群落，ミゾシダーミズキ群落

　　　　RILπ8　8配ccedαπεα一Fα9αrα　απαπ’ん。εdθ8－GeSe蓋｝schaft，　Sごθρπoρ｝●α配η葛αpozoε

　　　　ssP・sαη9πεπεπs騨Coγπ㏄8　eoπ彦roひθrsα一Gesei監schaft

　イノデータブノキ群集の代償植生として，あるいは傾斜が急で土壌が流動しやすい不安定な立

地に持続して生育するハゼノキーカラスザンショウ群落は，調査地域でもっとも広い面積を占め

ている現．存の夏緑広葉樹林である。ゴルフ場内では入工的に作られたシバ草地闘の斜面に部分的

に残されている。ゴルフ場が建設される以前には広く分布していたものと考えられる。現在も広

く生育のみられるのは大楠山の南西斜面である。

　ミゾシダーミズキ群落は油壷であるが立地の安定した北向斜面に多く生育している代償的な夏

緑瓶高木林である。その分布域はハゼノキ一回ラスザソショウ群落にくらべてきわめて少ない。

　　f．オオシマザクラ植林

　　　　Prπ配s～αππ88εαπαvar．8Pεcε08α一Forst

　オオシマザクラ植林は温暖なシイ・タブ林域に薪炭林として植栽された夏緑広葉樹林である。

群落の分布はゴルフ場跡地，東端の爾向き斜面や西端の森林域に斑紋状にみられる。調査地域の

北部は北向き斜面が多いせいかオオシマザクラ植林はあまり分布していない。

　g．クロマツ植林

　　　Pεπz己sfh郡π6εrg髭一Forst

調査地域にみられるクロマツ植林はゴルフ場建設のさい，のり諭や人工シバ草地整こ美観をきわ
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だたせるための園芸樹木として植栽されている。いずれもクロマツの低木林が多いが，現在も利

用されているゴルフ場東側にだけ植栽林はみられる。

　　h．スギ植林

　　　　Or〃P加ηεθrεαノαPOπε6α一週置rst

　常緑針葉樹林の根観をもつスギ植林は小面積ながら広く点在している。とくに関根川上流部の

森林域に多い。ゴルフ場敷地内では造成による破壊をまぬがれた急斜面にハゼノキーカラスザソ

ショウ群落とともに残されている。

　　L　モウソウチク林

　　　　P吻Z’0伽C1己〃8んθferOC〃cJαf．　Pπbθ8Cθπ8－Bestand

　モウソウチク林は，若竹が食料にされるため人家の近くに植栽されることが多い。調査地域で

は，北部の北向き斜面に偏在して植分がみられる。ぼう軟で適斜な土壌がモウソウチクの生育に

適しているためで，間門付近には広い面積で生育している。

　　」・ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集

　　　　Weige董。　coraeens圭s－A蓋netum　s量ebol爵anae

　ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集は関東地方南西部の沿海部に分布する陽地生夏緑低木林

で，森林植生の破壊された跡地に代償蝕こ生育することが多い。調査地域のとくにゴルフ場敷地

内ののり面や放置された瀕側ゴルフ場跡地の遷移途中相にみられる。

　ハコネウシギ一階オバヤシャブシ群集は1つの植分が大面積に及ぶことはないが斑紋状に数多

く分布しているため総合された生育面積は広い。

　　k，オ’オバヤシャブシ植林

　　　　！』L’π配ssεθ60Jdεαπα層Forst

　オオバヤシャブシはハコネウツギーナナバヤシャブシ群集の構成種として自然に発芽，生長す

るほか，土止め用に植栽されることも多い。のり面にはそのようなナオバヤシャブシ植林が多く

みられる。オオバヤシャブシ植林は牧草吹きつけのオオアレチノギクーオニウシノケグサ群落，

カナムグラーヤブガラシ群落，チガヤーススキ群落などに隣接して生育している。

　L　センニンソウーカラスウリ群落，カナムゲラーヤブガラシ群落

　　　0∫θ配αだsfθrπεだorα一77rεchosαπfんe8αεc駕7πεroεdθ8・Gesellschaぞt，

　　　翫’π腐伽scαπdθπs－0α〃rαだαノαpoπεcα・Gesellscha£毛

センニソソウーカラスウリ群落は森林あるいは低木群落に隣接して生育しているため，森林景
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観域に多くみられる。調査地域では関根川，前田川上流．域に点在して広く分布している。センニ

ンソウ一過ラスウリ群落は林縁語つる植物群落であるため草本植物群落と森林群落の中闘に位置

して生育している。チガヤーススキ群落→センニンソウーカラスウリ群落→ハゼノキーカラスザ

ンショウ群落という植生配分が典型的である。

　ゴルフ場内ののり面に同一凡例で描かれた植生はカナムグラーヤブガラシ群落であることが多

い。牧草吹きつけ地のオオアレチノギクーオニウシノケグサ群落域に侵入して生育している。

　　m．力タバミーシバ群落：

　　　　0καZεscorπεα廊‘α一Zo〃8εαゴαpoπεcα・Gesellschaft

　現在利用されているゴルフ場東側のシバ草地を代表している。きわめて集約的な人為的管理が

行なわれ，もっとも自然度の低いカタバミーシバ群落が生育している。

　　n・ヤハズソウーシバ群落

　　　　Kπ7πη己θア。ひεα8かεα診α一Zo〃8εαノαpo厩。α一Gese圭圭schaft

　ゴルフ場西側の放棄されたシバ草地はカタバミーシバ群落から遷移の進んだヤハズソウーシバ

群落が点在して生育している。ヤハズソウーシバ群落は同じ時期にカタバミーシバ群落から遷移

の進んだノコンギクーススキ・群落，ヤブジラミーヨモギ群落などにくらべて遷移はゆるやかであ

る。現在，タブノキ，クスノキなどの苗圃に利用さオしているコースに比較的広い面積でヤハズソ

ウーシバ群落の生育がみられる。

　　o．チガヤーススキ群落：他

　　　　加perαεαC拶伽drεCαvar．たoeπε9εε一照SC一口麗S　SεπeπSεS・Gesl茎sckaft　u，銭。

　チガヤーススキ群落他の凡例にはチガヤーススキ群落，ノコソギクーススキ群落，ハコネゥツ

ギーススキ群落が含まれている。チガヤーススキ群落はゴルフ場内のバンカーが放概された跡地

の砂質土上に生育している。ノコンギクーススキ・群落は調査地域闘側の放棄されたゴルフ場内に

広く分布するほか，闘門など田園域のオリ1作放棄地にもみられる。ハコネウッギーススキ群落はノ

コンギクーススキ群落より遷移の進んだ段階の植生で，森林や低木林に接したススキ群落の多く

が含まれている。ゴルフ場放棄地に生育している。

　　p．羊雲アレチノギクーオニウシノケゲサ群落

　　　　捜rε9θroπ　s配〃εαfrεπsまs圃Fe8fπcα　αr1επdεπαcεα一Gesellschaft

　オナァレチノギクーオニウシノケグサ群落はのり面に吹きつけられたオニウシノケグサと二次

的に生育する雑草によって構成された植生である。分布は現在利胴されているゴルフ場東側のの

り面に多くみられ，クロマツ植林，カナムグラーヤブガラシ群落，ノコンギクーススキ群落など
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に隣接している。面積的には狭くシバ草地をはさんで帯状にみられる。

　　“．ヤブジラミーヨモギ群落

　　　　Torε’εsゴαpoπεcα一ムrオε’πε8εαρr£πcθP8－Geselischaft

　寓栄養性多年生草本植物で構成されるヤブジラミーヨモギ群落は，放棄されたゴルフ場内，耕

作放棄地，あるいは路傍に沿って生育している。ゴルフ場内では微地形的な凹状地の適急な立地

に帯状に分布している。植分はノコンギクーススキ群落，ヤハズソウーシバ群落などに隣接し，

もともとひとつの植生単伎：カタバミーシバ群落から遷移している。

　　r．イラクサ群落，カラムシ群落他

　　　　σrだ¢α伽‘π6θrρεαηα一Gese韮lsc鼓af毛，βoθ1槻erεαπεpoπoπεoεα一Gesel呈sc韮肇aft　u．盗．

　イラクサ群落はやや庇陰された適潤地にソデ群落を形成している。したがって概観ノキーカラ

スザソショウ群落などの森林群落に隣接していることが多い。大楠山奥西斜禰の谷期1に生育して

いる。

　カラムシ群落は適福地でも開放的な明るい立地に生育している。嗣門からゴルフ場に登ってく

る道：路沿いに帯状に発達している。

　　S．カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　P圭簸ell童。　ternatae－Euphorb気etum　pseudoc蓋amaesアcis

　集約的な管理の施こされている耕作地に二次的に生育するカラスビシャクーニシキソウ群集は，

ゴルフ場周辺の農耕地に点在している。閾門，関根川上流域にはとくにまとまった植分がみられ

る。

　　t・キンエノコローアキノエノコ頗ゲサ群落

　　　　SθfαγεαgZα配。α・Sθオα7ゼα　1「αわεrε一Gesellschaft

　ゴルフ場中央南部と大楠山電波訟訴の造成地に夏季1年生草本植物を主としたキンエノコロー

アキノエノコログサ群落が生膏している。生育地は表層土がはぎとられ貧養なしかも乾きやすい

立地となっている。

　　U・ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　StellariO葡Ra無疑nCUIetUm　Canも0獄量enSiS

　春季水田雑草で構成されるノミノフスマーケキツネノボタソ群集は，調査地域北部の間門とそ

の周辺域の水田にみられる。沖積低地を中心とした平地にはもっとも普通にみられる植生である。
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　　v．裸　　　地

　　　Nackte　B6den

　調査地域内の裸地の多くは道路，建物など人工構築物である。住宅，大楠山電波塔，ゴルフ場

の諸施設などが含まれている。
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珊　潜在自然植生図

　潜在自然植生とは，現在，植生やその立地に加えられている人闘の影響を一切淳止した場合，

その立地が終局的にどのような自然植生を支え得る潜在的能力をもっているかという理論的に考

察し得る自然植生をいう。

　潜在自然植生の解明には残存する自然植生，自然度の高い代償植生とが重要な決め手となる。

また気候，地形，土壌なども参考にして，総合的に考察される。

　潜在自然植生の植生単位が具体的に地形図に配分されたものを潜在自然植生図といい，土地の

植生的機能の潜在的，実際的な評価基準の対象として利用される。調査対象地域では気候，地質，

土壌の各条件がひかく的均質なため，とくに地形因子と現存植生の配分から潜在自然植生が判定

されている。認められた植生単伽よ4群舅ミで，縮尺1：5，000で図化されている。

　a．ヤブコウジースダジイ群集

　　　Ardisio・Casもanopsietu瓶siebol虚i董

形態：スダジイの優離する常緑広葉樹林。ヤブコゥジースダジイ群鴎の標微種で区分され，葉

　　　山地域ではイノデータブノキ群集に紺応ずる区分種としてスダジイ，ピサカキ，ヤマイ

　　　タチシダ，イタビカズラ，カブダチジャノヒゲ，ヤブコウジがあげられる。

立地：ひかく的乾燥した尾根部から斜面にかけてみられる。

分布：ゴルフ場内のクラブハウスや大楠山電波塔などが位置する丘陵の凸状地。尾根上に帯状

　　　に分布することが多い。

　b．　イノデータブノキ群集

　　　Polys亡icho－Perseetum　t数服nbergii

形態：タブノキの優占する常緑広葉樹林。タブノキ，ヤブニッケイ，キチジョウソウ，シュロ，

　　　アスカイノデ，オオバノイノモトソウ，リョウメソシダを標徴種および区分種とする。

立地：適潤でぼう柔な土壌の堆積のみられる凹状地や斜面。

分布：調査地域が海に臨んだ場所にあり，つねに外洋からの刃風を受けるため，イノデータブ

　　　ノキ群集の立地が形成されやすく，潜在自然植生域は斜面上部から下部，一部尾根部ま

　　　で広く分布している。
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　c・イロハモミジーケヤキ群集

　　Aceri齢Zelkovet賢m

形態：ケヤキが高木層に優占し亟高木摺以下に常緑植物の多い夏緑，常緑混生林。ケヤキ，ム

　　　クノキ・，イロハモミジを群集標徴種および区分種とする。

立地：砂岩，泥岩，凝灰岩など母岩の一部が露出したひかくてき急傾斜地。空中湿度が高く，

　　　渓谷などを指標する。日射による乾燥の少ない北斜面に多い。

分布：関根川，前田川上流域の谷をはさんだ斜面や傾斜の急な北向き斜面。

　d．ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集

　　　We玉ge至。　coraeensis・Alnetu鵬siebo重dia煕e

形態：ハコネウツギ，オオバヤシャブシの優占する夏緑広葉樹低木林。上記の2種を標徴種お

　　　よび区分種とする。

立地＝表層土が人為的にはがされ砂岩や泥岩など母材の露娼した立地や，急傾斜な崩壊性立地

　　　にみられる。

分布：ゴルフ場内の人為的な崩壊地や急崖に分布する。
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珊植生自然度図

　植生の自然度とは遷移系列の中における植物群落の相対的な位置を等級的に示したものである。

膚然櫨生はもっとも自然度が高く，周じ潜在癬然植生域でも，遷移の初期に生育する1，2年生

草本植物群落などは自然度が低いと判定される。一般に自然度が低くなるにしたがって，その立

地の自然植生の復元に要する時間は長くなる。植生の自然度を空間的にみた場合は，人間が植生

に働きかける影響の度合を判定することが可能で，具体的に地図上に描かれたのが，植生自然度

図である。

　自然度隠1は植生に与える人為的な鰭響，つまり人間によって行なわれる植生あるいは環境破壊

の程度を判断する基礎資料となり，景観の保全，自然保護などに利用される。調査対象地域では

自然度が6段階に類別されて，縮尺；1：5，000で図化されている。

　　　自　然　度　Na繊τ豆量chkeitsg撒d　V

　該当する群集，群落：

ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，イロハモミジーケヤキ群集

　自然植生と，種組成ならびに相観的に自然植生に準ずる植生単位が該当し，ヤブツバキクラス

の森林群落でまとめられている。現存自然植分の分布はきわめて少ない。関根川上流部の田園域

に屡敷林としてみられるほか，大楠山南西斜面の二1二地利用のしにくい谷部急傾斜地，ゴルフ場内

の別荘跡周辺に点在する。

　自然度の高い森林植生は安定した生態系を維持し，その地域の環境の総和を指標している。学

術的に貴重なぽかりか，景観保全，自然保護上も重要な存在となる。しかも，一度破壊されると

復元に多大な時間を必要とするため保護，｛呆全されることが優先されなけれぽならない。

　　　自　然　度　Ra樋rlichkei毛sgfad　IV

　該当する群集，群落：

オニシバリーコナラ群集，ハゼノキーカラスザソショウ群落，ミゾシダーミズキ群落，マテバシ

イ植林

　夏緑広葉樹二次林と林床にヤブツバキクラスの常緑植物の多く生育する常緑広葉樹植林で区分

されている。森林景観域に広く分布し，薪炭林や水源瀬養保安林として利用されている。ゴルフ

場周辺に多く，大楠山南商斜面にまとまってみられる。放置あるいは保護されることによって比

較的容易に自然植生に復元する。
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Fig．34　放棄されたゴルフ場，斜面にはハコネウツギーオオバヤシャブシ群集やハゼノ

　　　　キ一心ラスザンショウ群落が生育している（横須賀市秋谷国際カントリー内）。

Nicht　Inehr　gep負egter　Golfplatz．　Auf　den　wenig　genelgten　F1乞chen　lebt（lie　A5♂ω僧αgo’竃。’漉ぶ

var．　o〃α’～‘5－M露‘α1z〃～〃∫5’〃6〃5～∫一Gesellschaft．　Die蕪ange　bedeckt　die　Rん8‘5∫～κ6こ口面〃ε‘z．R～gαノ瀦

α～Zω～伽読5・Gesellschaft　und　Weigelo　coraeensis・Alnetu猟sieboldianae
（Akiya，　StadビYokosuka）．

　　　自　　然　　度　　Nat義rHchkeitsgrad　】：II

　該撰する群集，群落：

オオシマザクラ植林，スギ植林，モウソウチク林，ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集，セン

ニソソウーカラスウリ君羊落

　植林と低木群落，つる植物群落からなるマント群落で区分されている。人閥による欝欝や管理

は年に数回で，耕起や火入れなどは行なわれていない。潜在自然植生の構成種群の生育もみられ

る。分布はゴルフ懇懇辺のとくに田園域である前田川，関根川上綾部，間門にみられ，自然度IV

の植生とやや対象的である。

　　　自然度Na甜r1童chkeitsgrad　H

　該当する群集，群落：

オオバヤシャブシ植林，クロマツ植林，チガヤーススキ群落，ノコンギクーススキ群落，ハコネ

ウツギーススキ群落，ヤブジラミーヨモギ群落，イラクサ群落，カラムシ群落
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　多年生草本植物で構成される二次草原と草原生植物の多く生育する低木植林で区分されている。

比較的頻繁に人為的な影響を受けている，または集約的な管理の行なわれていた場所が放置され

て2，3年経た立地も含まれている。放棄されたゴルフ場西側に広くみられる。また，現在も利

用されているゴルフ場ののり面に，クロマツの植栽された低木疎林や，外来牧革の多く生育する

オオバヤシャブシ植林など自然度1に樒当する植生が生育している。周辺域の景観との闘に不調

和が生じているため，積極的な郷土林の創造，景観修正，具体的には植生の復元がのぞまれる。

　　　自然度Na樋rlichkeitsgrad　I

　該当する群集，群落：

ノミノフスマーケキツネノボタン群集，カラスビシャクーニシキソウ群集，キンエノコローアキ

ノエノコログサ群落，欝欝アレチノギクーオニウシノケグサ群落，カタバミーシバ群落，ヤハズ

ソウーシバ群落。

　人間による集約的な管理を受け，耕作作物やシバなど目的とする植物以外は除去されるため，

短期間で生活環を完了することのできる1，2年生草本植物を主とした群落しか生育できない。

自然度1の植生は種組成も群落の構造も単純で，時間的要因や外的要因に対し変化しやすい。多

様な生態系を推持する森林植生に遷移するのに長い時間を必要とする。調査地域では，現在利用

Fig．35　ゴルフ場ではコースにも，のり面にも自然度の低い植生しか生育していない

　　　　　（葉山市国際カントリー内）。

　　　　Starke　veranderte　La鷺dscllaft面t　elnem　geringen　Nat菰rlichkeitsgrad

　　　　（Stadt　Hayama，　In　einem　Go晦latz）．
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されているゴルフ場に広域的に集中して分布がみられる。このことはゴルフ場が単に立地本来の

自然植生の貧化，画一化だけでなく，その土地固有の郷土の景観まで変化させてしまっているこ

とになる。したがって地域の景観の修復，多様な環境保全の機能回復のためにまわりに具体的な

環境保全林の形成が必要とされる。

　　　自然度Na撮r薮chkeitsgrad　lノ

　道路，建物など人工的な構築物により植物群落の生育のみられない地域を示し，農家，大楠山

電波塔，ゴルフ場内施設などが含まれている。都市域にくらべ自然度1’の該当地面積はきわめて

少なく，現段階では景観保全上大きな聞題とはなっていない。

　自然の開発，利用に際しては，対象域の中やまわりに，潜在自然植生を基礎とした自然度の高

い郷土林，環境保全林の形成が同時に計画，実施されなければならない。
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IX　緑の環境保全に関する提案

　地球上の緑は森林の伐採，火入れなどによる耕地化や木材資源の開発が進み葱速に破壊されつ

つある。広大な面積が耕地化された土地では，森林によって作られた有機質土壌の溶脱，流亡が

続き毎年砂漠化が進行しているという。現在，生態系維持の基盤となる緑地の問題は入間の生存

を賭けた地球的な規模で，しかも長期的な視野にたって取り組まざるを得ない時代にきている。

日本列島は幸い降水量と気温に恵まれたアジアモンスーン気候下に属し，植生の再生，復元力の

強い地域である。しかし，別な意味での砂漠化，つまり都市化や自然林伐採後の単一樹種による

植林などは，その地域のフロラ（植物相；Flora）ファウナ（動物相；Fauna）を激減に追いや

り，本来の自然の喪失，荒廃の危機に立たされている。また，臼本の文化の根源が自然との融合

のなかから生まれでてきたものだとすれぽ，自然の破壊は1ヨ本人の文化の破たん，精神的な荒廃

につながることでもあろう。

　明治以降，とくに第二次世界大戦後，β本列島における植生（自然）の急変は日本の歴史始ま

って以来のことであり，今なおとどまることを知らない。現在，破壊をまぬがれている残存自然

植生や自然に近い植生の多くは絶対的な保護を必要としてる。また自然植生が破壊しつくされて

しまった地域では積極約な立地本来の植生すなわち「郷土の森」の鋼造が行なわれなけれぽなら

ない。最近は大弓模な産業立地化，宅地化などにより近郊都市の緑地が急速に減少しつつある。

新しい開発に際しては，立体的な郷土林を形成し，地域の生態系のシステムが保証され，生物社

会のバランスが保てる程度の緑の環境創造が前提となる。

1．　緑の保護・保全

　植生はシイノキ，タブノキ，カシ類のうっ蒼と生い茂る森林植生から水辺などに生えるヨシや

オギの草本植生まで実に多彩である。また綱じ森林植生でも，人の手のはいらないカシ林，スダ

ジイ林などの自然植生から薪炭林として定期的に伐採されるクヌギやコナラの代償植生まである。

保護，保全の対象となる植生は，その質，量によって類別され，具体的に対策がたてられなけれ

ばならない。

　D　　自　然　保　護

　都市近郊の自然ばかりでなく飛行機，軌道，自動車など近代交通機関の発達により，奥深い山

地の自然まで，今日では人闘の干渉下にさらされ，荒廃の対象となっている。人里から離れた遠

隔地の自然の破壊は主に観光嗣発と無理な林業経営による無秩序な伐採開発が原因となっている。

都市近郊では大規模な産業立地化，宅地造成やゴルフ場建設などにより破壊が進行している。ま

た沿海部では海岸線の埋め立て，コンクリートで固めたコンビナート建設などにより，磯の生態
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Fig，36　新興住宅の画一的な建設により緑地は年々減少する（葉山町平松）。

1這11eu　angelegten　Siedlungen　sind　Gr廿11anlagen　selten　（王｛iramatsu，　Sにadt薮ayama）．

系が危機に貧している。｝≡i本の自然は減少の一途にあるのが現状である。

　一方，今までの自然線護は，どちらかというと動植物に対する慈愛心が中心となってきた。し

かし，今やさらに大規模な自然破壊による生態系の崩壊が人類の文明や生有基盤の破たんにつな

がることを習認識していかなけれぽならない。自然は多様であり，懸物祥落を刈象としても，多

くの遺伝子：geenが，森林などの自然植生のなかに桜煮されている。　単層な草原撫生より多層

な森林殖生のほうが多く，また偲生自然反の低い植生より高い継生が遺伝子を多くもっている。

すなわち遺伝子プール：gee1ユpoolとしての機能も高い。したがって，スダジイやタブノキの常

緑広葉樹の自然林は山地のブナ，ミズナラなどの夏緑広葉樹林と同様に極｛亟的に保護されるべき

である。また高山帯や湿原など環境規制要因の大きく働らく立地では，叡生は3鮒ヨ群溶であるが，

面積がせまく，学術的に員電な植物が生育しており，一反破壊されると再生能力が低い。自然破

壊により多くの種が滅び始めれば将来，地球上の多様な生態系が維持できなくなるτ1脂挫もある

（L6ve　l977）o

　生物学的自然保護には生態系を重要視して爾的に特定地域を保護する方法と特定の．種を保護す

るふた通りがある。生態系を保持するうえで面的な保蔓がもっとも好ましいが，／固体数の少ない

種に限っては，とくに厳：重に保護を行なうことが必妻である。
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　2）　景観保全

　蟹観は人間の働きかけにより変化する。人悶の影響のまったくない地域は自然京畿；NaturlaRd－

schaftとして日本では原生林の広がるような地域を指す。しかし，今日では像とんど残されて

いない。人間が自然の許容範囲の中で自然を改変し，作りあげた調和体が田園一観；Ackerland－

schaftである。多くは生産緑地となり無駄のない土地利用が鴬なまれている。人跡・1・｝心で自然を

改変し，機能本位に作りあげられたのが都市｛観；Urbanlandschafεであるといえよう。

　遺伝子のプールとなり，また自己生態系を維持する自然景観は，郷土林，風致林あるいは水源

瀬養林としてア要な彼叢りを果たすが年々減少している。山地帯のブナ林の伐採がとくにひどく，

スギやヒノキの単一樹種による植林に難き換えられている。それによって大形動物の餌料となる

植物が激減し，スギ，ヒノキの樹皮を食べざるを得なくなった動物は望獣とあっかわれる。また

伐採による二次的崩壊が広がり谷は土砂で埋まり，治山治水事業の名のもとに砂防ダムが鍵盤さ

れ，そのy吠な費用を賄うためにまた森林が伐採される。

　人間が定着するようになってから試行錯誤的にその⊥地に合った効ギの良い利絹がなされてき

た田園景観は，食料自給幸’の極端に低いEl本の農業生産の中’心・地帯である。土地の生産性のもっ

とも高い田園景観も今｝ヨでをよ宅地化のラッシュにより都市化し減少している。i重1然総総も田園景

観も長期的視野に立った保全対策を必要としている。

Fig．37　昔ながらの葉山の田園風バ，緑と共存する臼本人の生活がある（横須賀市子安）。

　Eine　typische　al之e　japanische　Lan（lschaft，　in　der　die　Japaner　in｝　】ElinkIang　mit　（Ier　Natur

　lebe11（Koyasu，　Stadt　Yokosuka）．
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　都市景観は拡大化が進み，交通渋滞や二次公害などにより都市のもつ機能本位の価値さえも失

なわれはじめている地域も少なくない。また二二は機能本位だけでは生きられない。公園などの

緑地に対する地域住民からの本能的な願望も強い。従来の美化の延長だけからの都市の緑化，都

市景観に対して，今や真の都市住民からの新しい発想の展朋が望まれている。

2．緑の環境創造

　今日残されてきている植生の課護，景観の保全はもっとも重要である。岡時に本質的な「郷土

の森」はもとより緑地の絶規量の足りない，都市累観域や田園景観域では積極的な緑の環境創造

が必要とされる。生態系の一員である人間が将来にわたって，人闇園有の豊かな知性，感性を維

持し，文化の発展，技衛の向上を願うためには，安定した生態系，生物社会のパラソスを維持す

ることが，すべての前提となる。すなわち，古くて新しい「郷土の森」の創造である。

　D　環境保全林

　生態学的な立場から提案された環境保全林には3つの重要な機能がある。ひとつは地域固有の

郷土の二三の修復・維持である。云い歴史を通じて作られた1ヨ本の貴観には，それぞれの地域の

自然と人關の共生，二二生活との調和と簡素化された美がある。人々は自然の多様さの中に精神

の安定を求め鎮守の森を祭った。現代は人々の安らぎとなる緑地も少なくなり，閲有の景観美は

工場施設や新興住宅地によって壊されつつある。環境保全林は，立体的な豊かな緑のフィルター

地で，諸施設をおおい，また住民に，都市の中の本物の緑の保養所として機能する。同時に環境

保全林には，騒音や振動の緩和，浮遊塵の吸着，微気象（都市気象）の安定化などに対する物理

的環境保全機能がある。また災害時の防災林，避難虜として多目的な利用が期／寺できる。第3の

もっとも重要な機能は，環境変化の総舎的な情報装置である。長い閥地域住民と共存してきた郷

土の森こそ，あらゆる環境変化を総台的に生命集団の側から適確に示す生きた警報装澱である。

　このような多様な機能を果たす環境保全林の形成は以一iぐの手順で行なわれる（Fig・38）。

　　a．樹種の選定

　環境保金林形成のための植栽樹種は将来高木林にまで生長：する潜在自然植生の主要構成種

（Tab，24）を立地に合わせて選定する。葉1／／地区周辺はすべてヤブツバキクラス域に含まれ，ヤ

ブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，イロハモミジーケヤキ群集の中から選択され

るべきである。植栽された幼苗の樹穂よ最初の2～3年間は，除草などの管理を必要とする。そ

の後は，競争しながら生育し，三二の生態系を形成してゆく。したがって将来は更讐回しない管

理”によって多様で安定した環境保全林を時間と共に確実に形成する（Fig．40）。
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1
現地植生踏査
Vegetationsaufnahme 1

↓

　　　　群落表の作成
Tabellenarbelt　mit　Vegetatlonsaufnahmen

↓

1
　　植　物　群　落　の　拙　倒

Besti狽mung　der　Pflanzengesellscha負en

↓

　　　　生　態　的　考　察　（環境との相互関係）

Okologische　Betraclltung（Koinzidenz　mit　Umwe1由edlngungen）

i

1
↓

　　　　潜在自然植生の判定
Entscheidung荘ber　die　potentielle　nat蹟rliclユe　Vegetation

↓

　　　　　　　植栽地における潜在自然植生から適性樹種の選定

Auswahl　der　geeigneten　Baumarten　nach　der　potentiellen　nat琶rlichen　Vegetation

↓

　衰土の保全，復元
Vorbereitung　des　Mutterbodens

↓

　　　　　ポ　ッ　ト　菌　植　栽

Pflanzung　der　Jungbaume（ln　T6pfen　ausgesat）

　Fig．38環境保全林形成の調査・作業過程（宮脇・呼1村1981）。

Schematische　Darstellung　der　Arbeitsweise　auf　der　Basls　der　Angewandtell

I）Hanzensoziologie　bei　der　Scha任ung　von　Umweltschutswaldern．

　　b・苗木植栽

　環境保全林を形成する主要構成種のスダジイ，タブノキ，アラカシなどは根の深い直根性で移

植が困難とされていたが，ポット（容器）による確実な二二の育成法が確立されてからは，これ

らの難点も克服されている。ポット苗は容器内に根茎を充満させたまま，じかに移殖ができる。

したがって幼苗は根部を痛めることなく生長を続けることができ，樹高は1年に平均1m伸び，

2～3年で地表をうっ閉するようになる。ポット苗は大面積の植栽も短時間で済み，複数の樹種

を混生させたり，密植度を変えるなど闘的，立地に応じて可変的である。また，急傾斜地への植

栽も比較的容易でソダなどをつかって土砂の流亡を防げば45。程度の傾斜地にも環境保全林を形

成することができる。
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　　　Fig．39　ゴルフ場跡地に作られたタブノキ，クスノキ，スダジイなど

　　　　　　　　ポット苗育菊園（葉山市li垂i際カントリー内，海抜130m）。

Junge　Baumchen　vonハηMα〃π‘ノめ‘り習〃，　C～〃〃‘τ〃’o〃～～〃〃‘〕‘～〃’ρ1～o／u　ull（l　Cご～磁α〃。ノ，5～5‘wV）～‘Z‘～’‘7

var．∫～6ゐoZ‘1～～fUr　die　neuen　Unweltschutzw蓉1（ler（Stadt　Hayama，130m茸．　NN）．

　ポット苗は1n書に2～3本密殖させるのが好ましく，植栽直後2～3年は敷ワラ，雑草とりな

どの管理を必要とする。しかし，以後は全く管理が不用で，確実な生育が保証される。

　　C．表土の保全，復元

　造成の際は有機質を多く含んだ表土を保全することが義務づけられている（都計法33条）。し

かし造成後の植栽予定地は表土がはぎとられたままであったり，重機により土壌がおし固められ

ていて，植物の生長に好ましくない。したがって土壌，土質，地形の改良が植栽に先行して行な

われなければいけない。

　表土をのぞいた植栽地の基盤に欝欝，残土，山霧などを30～50cm混ぜ，よく掩絆して不透水

層を作らないようにする。平坦地では土の重量に圧縮されて水が溜りやすくなるため，あらかじ

め暗渠をもうけるのもひとつの方法である。次に基盤との麗絆層の上にさらに山土や残土をのせ

マウンド状の自然勾配ができるようにする。この際，欝欝を重機などの圧力で固めないよう慎重

に作業を進める。マウンドの形成の際，重要なことは不透水層をつくらな：いことである。植栽樹

は乾燥より，過湿による根ぐされで柚死する危険性が従来の経験からもっとも高い。

　次にマウンドの上に植物の根群の生活域となる表土（愚土：mother　soil；Mutterboden）を20
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　　　　　　Fig，40　環境保全林形成断面模式。

　Schcmat童sche　Darstellung　cles　Wachs無1ms　der　Umwdtschutzw甜der・

～30cm客土する。表土には土壌小動物，微生物が充満し，落葉層の分解，還元を行ない縦｛物の

生長に大きく寄与をする。表土の絶対量が足りない場合は残土や山土に敷わら，その他の有機物

を混入させ，よく掩絆して土壌改良を行なって補給すると良い。
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Flg　4！　ンバ草地を持続させるためには多大な費用と労力を必要とする

　　　　（葉山市，匿1際カントリー内）。

Dlc　Erhaltung　der　Z（Dl～’αノ‘ψo〃～（‘～Rascn　u1〕ef　langere　Zelt　erfor（lcrt　vlel

Arbclt　und　hohc　Kosten（Stadt　Rayama）

　　＆　植栽後の管理

　叢叢後の環境保全林か最小限度の臼己生態系を翻養するまで最初の2～3年は，管理が必要で

ある。管理上の注意点は以下に列記されている。

　イ．幼苗が熱草の背丈を越し，地表をうっ閉するようになるまで，春から秋の問に2回以上除

　　草を行う。抜きとった懸草は袈返しておき，敷わらの代理をさせる。

　ロ．稲わらや抜きとられた雑草を幼苗の間にねかせ，不必要な水分の蒸散を防く’とともに有機

　　材の投与にもなる，また必要に紀、じて堆肥なとを年に1～2回施肥して難物の生長を良好に

　　保つ。

　へ原購として灌水はポット苗ては不必要。しかし夏季の乾燥のとくに強くなる懇懇期には，

　　灌水を行なうことも好ましい。

　二．もし病害虫が多発した場合は，できるたけ甲く薬剤散布を行なう。

2）　環境保全林形成のための具体例

　調査対象地域の潜在自然櫛生は常緑広凍樹を主体とするヤフツハキクラス林である。環境課全

林形成の際は，周辺部の植生調査結果を基礎にさらに殖栽予定地の環境や立地条件の判定を的碓
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に行ない細い地形に対応して潜在自然植生を決定する。凹溜地から平坦地の湿潤になりやすい立

地にはイノデータブノキ群集の構成種群を選定し，将来高木層の優占種となるタブノキを主にモ

チノキ，クスノキ，シロダモを混植させる。保全林の周辺部には防風観賞効果を兼ねてマサキ，

トベラ，シャリンバイなど低木の常緑広葉樹をマント群落として密に植栽する。乾燥しやすい尾

根状地にはヤブコウジースダジイ群集の構成種群を選定し，スダジイを主にモチノキ，アカガシ，

シロダモを混植させる。周辺部にはイノデータブノキ群集同様にマサキ，トベラ，シャリンバイ

などの常緑低木林のマント群落を形成させる。観賞効果を高めたい場合は，マルバウッギ，ハコ

ネウツギ，コバノガマズミなどの夏緑低木類を利用する。空中湿度の高い谷に臨み，母岩が露出

した急傾斜地にはイロハモミジーケヤキ群集の構成種から植栽檎種を選定し，将来高木になるケ

ヤキを主にムクノキ，エノキ，ミズキ，イロハモミジなど夏緑広葉樹やウラジロガシ，アラカシ，

シロダモなどの常緑広葉樹を混植させる。傾斜地下部の湿潤になりやすい保全林の周辺部には，

ニワトコ，キブシ，ヤマグワ，コウゾなど夏緑低木類を密植させてやると良い。入門的な破壊に

より基岩の砂岩，泥岩が露出した立地は，潜在霞然植生として高木林が成：立しえず，夏緑低木林

のハコネウツギーオオバヤシャブシ群集で指標されている。傾斜がゆるやかな立地であれぽ，人

工的に土壌を客土して，イノデータブノキ群集やヤブコウジースダジイ群集の潜在自然植生域ま

で立地の質を高めることも可能である。傾斜が急な場合はハコネウツギーオオバヤシャブシ群集

の構成種であるハコネウツギ，オオバヤシャブシなどを植栽し，時間をかけて母材の風化，土壌

の形成をまつ方法もある。

　　a．　｛主宅地　（】F’ig，42）

　住宅地の郷土林，環境保全林の形成は住民の生活と1創妾かかわり，住民の心身の健全と緑の持

続的，総合的な最大の効果を亨受できるように配慮する。保全林は生長しても必要な際には枝払

いによって空間を作りだすことができるため，二丁計画から厳密に日射を考慮しなくてもよい。

住宅地の保全林は強風や真夏の猛暑など微気象の緩和，緑地による精神の安らぎ，プライバシー

の保護，自動車道に直接面したところでは防音吸塵，子供の道路への飛び紐二1しの障壁など多園的

な利用ができる。注意点は歩道と事道の接点で，車からも歩行老からも視界が良好でなくてはい

けない。したがってそのような場所の保全林は低木林にするか高木林でも低木層をまびきするな

　　　　　　　　　　　F量g．42

　　　　ロ

謙霊

，鳶撫㊨

　　　　　　　　　　　　住宅地の環境保全林断面模式。

Schematische　Darstellung　der　Umwekschutzwalder　in　einem　Wohnungsgebiet．
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どの臼的，場所に応じた細かな計画が必要である。

　　b．公園（Fig．43）

　公園は子供から大人までの精神的な保養と災害時の広域避難場所となる齢勺がある。公園の外

周は防音，防火効果を考えて幅広く境界環境保全林を形成する。公園内は地形に変化をつけ，立

地に対応した潜在自然植生の構成種群を植栽する。さらに沼や小川などを作りヒルムシロクラス

やヨシクラスの植生を形成するのも良い。テニス場やサッカー場などの開放景観は樹冠でうっ閉

した緑道で連結する。場所によってツツジ類など観賞緑地を組み合わせる。

／誇＼y」＼

鴻幽麟瞬騰馨1欄聾鋤

　　　　　　ズと　

　　　公園の環境保全：林断面模式。　　　　　Fig．43

Schematische玉）arsteilung（ler　Umweltschutzwal（ler　elnes　Parks・

∴

惑

髪ノ

　　c．　そ封路樹　（】Fig．44，　45）

　従来の単調による点的な街路樹から低木層，亜高木層を多層的に組み合わせ，点から線，線か

ら帯へ，より機能性の高い街路樹の形成へもっていくのが好ましい。街路樹によって運転者の走

行方向の確認がしゃすくなり，帯状に車道を隔離することによって子供の飛び出しの防止，排気

ガスや騒音のしゃ閉効果が高くなる。基本的には潜在自然植生の主木を中心とした常緑広葉樹樹

種を使うことが早智の景観形成，防災機能を高め，管理費が嵩まないなどいずれの痴からみても

好ましい。
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　　　Fig．44　街路樹植栽の鳥かん図。

P貧anzensoziologisch　begrUndete　AlleepHanzung．

ノ

、

祐 彰

鷺

口

　　　Fig．45　街路樹の断面模式。

Schematische　Darstellung　einer　AlleepHanzung．
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摘 要

　三浦半島西部を対象に植物社会学的な調査が行なわれ，31の群落単位が把握された。とくにゴ

ルフ場の放置されたシバ草地では植生遷移に関して帰化率，生活形，生育形，種子散布型から群

落の形態的な比較考察を行なった。また現存植生の群落単位を基礎に現存植生図，潜在自然植生

図，植生霞然三図（各！：5，000）を作製し，自然保護，景観保全，環境保全林形成の基礎資料

とし，それらについて考察された。

　タウコギクラス

　　タウコキごオーダー

　　　スズメンテッポウ群翻

　　　　ズズメノテッポウータガラシ群集

　　　　カズノコグサ群落

　クラスは未決定

　　オオバコオーダー

　　　ミチヤナギ群団

　　　　カワラスゲーオオバコ群集

　　　　アキメヒシバーオオバコ群落

　ヨモギクラス

　　ヨモギオーダー

　　　チカラシバーヨモギ群団

　　　　イラクサ群落

　　　　カラムシ群落

　　　　ヤブジラミーヨモギ群落

　　　　カラスムギ群落

　　　　チカラシバ群落

　　　カナムグラーヤブガラシ群団

　　　　カナムグラーヤブガラシ群落

　ススキクラス

　　ススキオーダー

　　　トダシバーススキ群団

　　　　チガヤーススキ群落

　　　　ノコソギクーススキ群落

　　　　ハコネウツギーススキ群落



　シバスゲオーダー

　　シバ群団

　　　カタバミーシバ群落

　　　ヤハズソウーシバ群落

ノイバラクラス

　トコロークズオーター

　　スイカズラーヘクソカズラ群団

　　　セソニソソウーカラスウリ群落

　　　クサイチゴ群落

クラスは未決定

　タニウツギーヤシャブシオーダー

　　オオバヤシャブシ群団

　　　ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集

クラス，オーダーは未決定

　　クサギーアカメガシワ群団

　　　ハゼノキーカラスザンショウ群落

ヤフツバキクラス

　シキミーアカガシオーダー

　　アカガシーシラカシ群団

　　　ヤブコウジースダジイ群集

　　　イノデータブノキ群集

　　　イロハモミジーケヤキ群；集

　　シャリンバイーウバメガシ群団

　　　マサキートベラ群集

フナクラス

　コナラーミズナラオーダー

　　イヌシデーコナラ群団

　　　オニシバリーコナラ群集

　　　ミゾシダーミズキ群落

上級単位未決定の群落

　　　キンエノコロ～アキノエノコログサ群落

　　　オオアレチノギクーオニウシノケグサ群落

83
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Zusammeitfassun.cr

  Es wurde eine pflanzensoziologische Gelande-Untersuchung ttber den Westtei} der Halb-

insel Miura (sitdlich von Yokohama) durchgefUhrt. Nach der vergleichenden Tabellenarbeit

haben wir die Pfianzengesellsehaften in 31 Einheiten gefaBt. Die Studienobjekte, Uber welche

hier berichtet wird, sind meist unvo}lsttindig entwicl<elte Wiesen, Gebitsche und Waldreste

auf Fitichen, die fUr die Anlage eines Golfplatzes vorgesehen waren, dessen Batt jecloch

abgebrochen wurde. Um die Sul<zessionsvorgange der Vegetation zu l<larell, wurden auch

die prozentualen Anteile der Adventivpflanzen, der Lebens- und der Wuchsformen sowie

der Ausbreitungstypen der Fruchte und Samen bestimmt und die Gesel}schaften danach

vergleichend betrachtet.

  Wir legen Karten der realen und der potentiellen natUrlichen Vegetation sowie eine

Karte des Nattirlichkeitsgrades der Vegetation im MaGstab 1:5 OOO vor. Es werden besonders

die nach Einstellung der Bauarbeiten hinterlassenen instabi}en Standorte und ihre Vegeta-

tionsfragmente und Uberlagerungen heraus.crestellt.

  Auf der Grundlage dieser vegetationskundlichen Ergebnisse machen wir gyundsatzliche

sowie ins Einzelne gehende Vorschlage zum Naturschutz, zu einer rationellen Raumordnung,

zur pfleglichen Nutzung der Landschaft und zur Schaffung von standortsgmtiBen Umwelt-

schtz- und Heimatwaldern.

            Gefundene Pflanzengesellschaften und ihre Stellung im

            soziologischen System

  Bidentetea tripartitae Tx., Lohm. et Prsg. I950

    Bidenteta1ia tripartitae Br.-BI. et Tx. 1950

     A1opecurion amurensis Miyawaki et Okuda 1972

       A1opecuro-RanuncuIetum sce1erati Dv{iyawaki et Okuda 1972

       Becfemannia sy2igachne-Geselischaft

  Klasse noeh nicht bestimmt

   P1antagineta1ia asiaticae Miyawaki 1964

     Po1ygonion avicu1aris Miyawaki 1964

       Carici incisae-P1antaginetum asiaticae Miyawaki em. Tx. 1977

       Digitaria violasce7zs-Plantago asiatica-Gesellschaft

 Artemisietea principis Miyawaki et Okuda I972
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   Artem1sieta1ia principis Miyawaki et Okuda 1972

    Penniseto-Artemision principis Okuda 1978

      UiAtica thunber.o'iana-Gesellschaft

      Boehmeria nipono7iiwea-Gesel}schaft

      C]'brilis 7'aponica-Artemisia princqzt)s-Gesellschaft

      Avena fatzta-Gesellschaft

      Pennisette7n alopecttroides-Gesellschaft

    HumuIo-Cayration Okuda 1978
      1:ktmulus scandens-Cayratia j'mponica-Gesellschaft

Miscanthetea sinensis Miyawaki et Okuda 1970

  Miscanthetalia sinensis Miyawaki et Okuda l97e

    Anmdinello-Miscanthion sinensis Suz.-Tok. et Abe ex. Suganuma

    1970

      Z,nPei'a.ta aylindi"ica var. feoenigiii-A4iscanthzt.s si72ensis-Gesellschaft

      Aster ctgeratoides var. ovatus-Atiiscanthzes s'inensis-Gesellschaft

      I;Veig'ela coraee?isis-A4iscanthtts s'iNensis-Gesellschaft

  Cariceta}ia nervatae Suganuma 1966

    Zoysion japonicae Suz.-Tok. et Abe em. Suganuma 1970

      Oxalis corniculata-Zbysia 1'mponica-Gese}lschaft

      Ku7?z7nei"ow'ia stria.ta-Zoblsia j'coponica-Gesellschaft

Rosetea rnu1tifIorae Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

  Dioscoreo-Puerarieta1ia lobatae Ohba 1973

    Lonicero japonieae-Paederion mairei Miyawaki et al. 1967

      Cle7natis tern(f7ora-7'>Aichosanthes citctt7neroides-Gesellschaft

      Rubus hirsutzes-Gesellschaft

Klasse noch nicht bestimmt

  Weigelo-Alneta1ia firmae Ohba et Sugawara 1979
                                     '
    Weige)ion sieboldianae Ohba et Sugawara 1979

     Weige1o coraeensis-A1netum siebo1dianae Ohba et Sugawara 1979

Klasse u. Ordnung noch nicht bestimmt

    C1erodendro-Ma11otion japonici Ohba 1970

     Rhzts succedanea-thgara ailanthoides-Gesellschaft

Carnel1ietea japonicae Miyawaki et Ohba 1963

  H1icio-Querceta1ia acutae K Fujiwara 1981
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   Quercion acuto-myrsinaefo1iae K. Fujiwa:a 1981

    Ardisio-Castanopsietum siebo1dii Suz.-Tok. et Hachiya 1951

    Po1ysticho-Perseetum thunbergii Suz.-Tok. 1952

    Aceri-ZeIkovetum Miyawaki et K. Fujiwara 1970

   Rhaphiolepido-Quercion phi1lyraeoidis K. Fujiwara 1981

    Euonymo-Pittosporetum tobira rv3[iyawaki et al. 1971

Fagetea crenatae Miyawaki, Ohba et Murase 1964

 Querceta1ia serrato-grosseserratae Miyawaki et al. 1971

   Carpino-Quercion serratae Miyawaki et al. 1971

    Daphno pseudo-rnezerei-Quercetum serratae Miyawaki et al.

    1971

    Stegnogramma pozoi ssp. 7n･oll'issima-Cornz{s controversa-Gesellschaft

Hdhere Einheiten noch nicht bestimmt

    Setaria glattca-Seta7-ia .faberi-Gesellschaft

    Erigeron sumatrensis-1;l?stttca arztndinacea-Gesellschaft
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